ジュウニセイキ コウハン ノ ジュウブン ノ イチ ゼイ モンダイ by 関口  武彦
シ
ト
ー
会
、
騎
士
修
道
会
、
そ
し
て
プ
レ
モ
ン
ト
レ
会
な
ど
の
新
修
道
会
、
新
修
道
参
事
会
は
、
早
く
も
十
二
世
紀
三
十
年
代
に
は
「
他
の
人
々
の
十
分
の
一
税
」
《decim
ae
aliorum
hom
inum
》
を
受
納
し
、「
み
ず
か
ら
の
手
と
費
用
に
よ
っ
て
」
《propriis
m
anibus
aut
sum
ptibus
》
耕
作
し
た
農
地
の
十
分
の
一
税
を
免
除
さ
れ
た
。
新
修
道
会
に
併
合
さ
れ
た
村
落
の
十
分
の
一
税
を
奪
わ
れ
た
た
め
に
、
司
教
座
教
会
や
旧
修
道
会
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
被
っ
た
。
司
教
、
修
道
院
長
か
ら
の
苦
情
が
相
次
い
で
教
皇
庁
に
よ
せ
ら
れ
、
新
旧
修
道
院
間
の
争
い
が
各
地
で
発
生
し
た
。
ジ
ニ
ー
と
ル
・
ミ
ロ
ワ
ー
ル
の
長
期
に
わ
た
る
抗
争
は
、
ま
さ
に
そ
の
象
徴
的
な
事
件
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
（
１
）
か
く
て
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
以
来
新
教
団
に
与
え
ら
れ
て
き
た
特
権
を
見
直
し
、
司
教
権
や
旧
修
道
制
の
権
利
を
保
護
す
る
動
き
が
で
て
き
た
。
こ
れ
を
教
皇
政
策
と
し
て
一
貫
し
て
追
求
し
た
の
は
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
で
あ
る
。
そ
の
ご
幾
多
の
政
策
変
更
が
あ
っ
た
が
、
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
の
十
分
の
一
税
政
策
は
第
四
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
で
最
終
的
に
承
認
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
教
皇
政
策
を
中
心
に
、
十
二
世
紀
後
半
に
お
け
る
十
分
の
一
税
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
一
　
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
と
十
分
の
一
税
政
策
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
近
郊
の
サ
ン
＝
リ
ュ
フ
修
道
参
事
会
長
で
あ
っ
た
ニ
コ
ラ
ス
・
ブ
レ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、
一
一
四
九
年
に
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
三
世
に
よ
っ
て
ア
ル
バ
ー
ノ
の
司
教
枢
機
卿
に
任
命
さ
れ
た
の
ち
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
に
教
皇
特
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
教
区
組
織
の
整
備
に
力
を
尽
し
た
ニ
コ
ラ
ス
は
、
ロ
ー
マ
に
帰
還
後
、
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
四
世
の
あ
と
を
襲
っ
て
教
皇
に
選
出
さ
れ
た
。
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
が
こ
れ
で
あ
る
。
北
欧
で
の
行
政
手
腕
が
高
く
評
価
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
彼
は
現
在
に
い
た
る
ま
で
史
上
た
だ
ひ
と
り
の
イ
ギ
リ
ス
人
教
皇
で
あ
る
。
（
２
）
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
の
在
位
は
わ
ず
か
四
年
九
ケ
月
（
一
一
五
四
年
十
二
月
四
日
―
一
一
五
九
年
九
月
一
日
）
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
こ
の
間
重
要
事
件
が
目
白
押
し
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
教
会
は
重
大
な
岐
路
に
立
っ
た
。
ロ
ー
マ
で
は
す
で
に
カ
ピ
ト
リ
ー
ノ
丘
に
元
老
院
が
設
置
さ
れ
て
コ
ム
ー
ネ
運
動
が
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
三
世
期
に
ロ
ー
マ
に
や
っ
て
き
た
民
衆
説
教
家
ア
ル
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ブ
レ
ー
十
二
世
紀
後
半
の
十
分
の
一
税
問
題
―
関
口
一
十
二
世
紀
後
半
の
十
分
の
一
税
問
題
関
　
口
　
武
　
彦
シ
ア
が
元
老
院
と
同
盟
を
結
ん
で
市
民
を
扇
動
し
て
い
た
。
一
一
五
五
年
の
四
旬
節
に
枢
機
卿
の
一
人
が
ア
ル
ナ
ル
ド
の
一
味
に
襲
わ
れ
る
と
、
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
は
す
か
さ
ず
ロ
ー
マ
に
聖
務
禁
止
を
敷
い
て
対
抗
し
、
巡
礼
の
往
来
を
妨
げ
た
。
ロ
ー
マ
は
経
済
的
に
打
撃
を
受
け
、
教
皇
の
厳
し
い
要
求
に
屈
し
た
元
老
院
は
ア
ル
ナ
ル
ド
を
ロ
ー
マ
か
ら
追
放
し
て
い
る
。
（
３
）
北
方
で
は
若
く
野
心
的
な
王
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
が
イ
タ
リ
ア
支
配
の
遠
大
な
構
想
を
練
っ
て
い
た
。
一
一
五
五
年
一
月
に
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
条
約
が
更
新
さ
れ
、
同
年
六
月
十
八
日
に
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
の
皇
帝
戴
冠
式
が
サ
ン
＝
ピ
エ
ト
ロ
聖
堂
で
挙
行
さ
れ
た
。
し
か
し
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
は
ノ
ル
マ
ン
人
に
対
抗
す
る
た
め
の
具
体
的
な
支
援
策
を
教
皇
と
協
議
す
る
こ
と
も
な
く
、
ド
イ
ツ
に
引
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。
ラ
イ
ナ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ダ
ッ
セ
ル
が
帝
国
書
記
局
長
に
任
命
さ
れ
た
の
は
一
一
五
六
年
五
月
で
あ
る
。
翌
年
十
月
に
は
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
の
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
宛
書
簡
中
の
用
語
ベ
ネ
フ
ィ
キ
ウ
ム
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
両
者
の
あ
い
だ
に
緊
張
が
持
ち
上
が
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
ブ
ザ
ン
ソ
ン
事
件
で
あ
る
。
（
４
）
一
一
五
八
年
十
一
月
十
一
日
、
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
は
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
東
方
の
ロ
ン
カ
リ
ア
の
野
に
帝
国
諸
侯
と
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ー
ア
の
都
市
代
表
を
集
め
て
会
議
を
ひ
ら
い
た
。
こ
こ
で
制
定
さ
れ
た
ロ
ン
カ
リ
ア
法
は
二
十
五
の
国
王
大
権
を
か
ぞ
え
あ
げ
て
い
る
。
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ー
ア
か
ら
の
国
王
収
入
の
確
保
が
狙
い
で
あ
っ
た
。
立
法
は
、
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
の
行
政
官
と
司
法
官
の
職
権
と
そ
の
任
免
権
が
君
主
権
に
由
来
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
都
市
の
皇
帝
直
属
と
権
力
の
一
元
化
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
（
５
）
か
く
て
教
皇
と
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
の
皇
帝
に
対
す
る
不
信
感
は
拭
い
が
た
い
も
の
に
な
っ
た
。
他
方
、
南
イ
タ
リ
ア
に
目
を
転
ず
る
と
、
こ
こ
で
は
シ
チ
リ
ア
王
グ
リ
エ
ル
モ
一
世
（
一
一
五
四
―
六
六
年
）
が
麾
下
の
ノ
ル
マ
ン
人
部
隊
を
率
い
て
ベ
ネ
ヴ
ェ
ン
ト
、
カ
ン
パ
ー
ニ
ャ
へ
の
侵
出
の
機
会
を
窺
っ
て
い
た
。
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
は
ビ
ザ
ン
ツ
軍
と
グ
リ
エ
ル
モ
に
反
感
を
抱
く
ノ
ル
マ
ン
人
諸
侯
と
の
同
盟
に
よ
っ
て
シ
チ
リ
ア
王
の
北
上
に
備
え
た
が
、
こ
れ
は
誤
算
で
あ
っ
た
。
一
一
五
六
年
五
月
、
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
近
郊
の
戦
い
で
グ
リ
エ
ル
モ
が
勝
利
を
お
さ
め
る
と
、
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
は
た
だ
ち
に
彼
と
ベ
ネ
ヴ
ェ
ン
ト
で
同
盟
を
む
す
ん
だ
。
同
年
の
六
月
十
八
日
に
締
結
さ
れ
た
ベ
ネ
ヴ
ェ
ン
ト
条
約
は
、
お
よ
そ
一
世
紀
前
の
メ
ル
フ
ィ
条
約
（
一
〇
五
九
年
八
月
）
へ
の
復
帰
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
条
約
の
事
実
上
の
廃
棄
を
意
味
し
て
お
り
、
ウ
ォ
ル
ム
ス
条
約
か
ら
三
十
年
以
上
つ
づ
い
た
帝
国
と
の
協
調
体
制
に
決
別
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ノ
ル
マ
ン
人
敵
視
政
策
か
ら
親
ノ
ル
マ
ン
人
政
策
へ
と
大
き
く
外
交
の
舵
を
切
っ
た
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
を
支
え
た
の
は
腹
心
の
尚
書
院
長
ロ
ラ
ン
ド
・
バ
ン
デ
ィ
ネ
ッ
リ
、
の
ち
の
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
で
あ
っ
た
。
（
６
）
ベ
ネ
ヴ
ェ
ン
ト
条
約
の
締
結
を
機
に
枢
機
卿
団
の
分
裂
が
加
速
す
る
の
で
あ
る
。
（
７
）
一
一
五
五
年
秋
か
ら
翌
年
の
夏
に
か
け
て
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
の
ジ
ョ
ン
は
ヘ
ン
リ
ー
二
世
の
命
を
う
け
て
ベ
ネ
ヴ
ェ
ン
ト
に
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
を
訪
ね
た
。
滞
在
中
、
ジ
ョ
ン
は
同
郷
人
の
教
皇
と
し
ば
し
ば
個
人
的
に
歓
談
す
る
機
会
を
も
っ
た
。
教
皇
の
死
の
直
後
に
完
成
し
た
著
書
『
経
綸
の
書
』（P
olicraticus
）
の
中
で
対
談
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
（
８
）
こ
れ
は
全
編
を
つ
う
じ
て
最
も
精
彩
に
富
む
部
分
だ
と
い
っ
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
九
巻
第
一
号
二
て
よ
い
だ
ろ
う
。
為
政
者
と
被
治
者
の
関
係
を
胃
袋
と
他
の
諸
器
官
と
の
関
係
に
た
と
え
て
持
論
を
展
開
し
た
周
知
の
比
喩
は
、
権
力
の
公
益
性
に
た
い
す
る
教
皇
の
自
負
心
を
示
し
て
お
り
、
彼
が
教
皇
首
位
権
の
ゆ
る
ぎ
な
い
確
信
者
で
あ
っ
た
こ
と
の
あ
か
し
で
あ
る
。
そ
の
半
面
で
は
、
教
皇
権
の
重
圧
に
打
ち
の
め
さ
れ
そ
う
な
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
の
人
間
的
な
苦
悩
を
伝
え
て
い
る
。
教
皇
の
玉
座
は
針
で
お
お
わ
れ
、
彼
の
着
用
す
る
マ
ン
ト
は
鋭
い
刺
で
縫
い
合
わ
せ
て
あ
る
。
マ
ン
ト
の
重
さ
は
い
か
な
る
強
肩
を
も
疲
弊
さ
せ
、
押
し
つ
ぶ
さ
ず
に
は
お
か
な
い
。
一
介
の
聖
職
者
か
ら
一
歩
一
歩
そ
の
地
位
を
た
か
め
て
教
皇
位
に
上
り
詰
め
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
以
前
の
幸
福
と
平
穏
な
生
活
に
何
か
価
値
あ
る
も
の
が
つ
け
加
え
ら
れ
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
、
と
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
は
ジ
ョ
ン
に
語
っ
て
い
る
。
（
９
）
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
は
十
分
の
一
税
を
め
ぐ
っ
て
在
俗
、
律
修
両
教
会
が
対
立
し
、
新
旧
修
道
制
の
あ
い
だ
に
も
争
い
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
こ
の
喧
噪
の
時
代
に
、
教
会
内
の
緊
張
を
こ
れ
以
上
た
か
め
な
い
た
め
に
は
先
代
教
皇
が
新
修
道
制
に
あ
た
え
た
特
権
内
容
を
再
吟
味
し
、
教
会
の
伝
統
的
な
諸
権
利
に
一
定
の
配
慮
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
ジ
ョ
ン
は
『
経
綸
の
書
』
の
中
で
、
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
が
十
分
の
一
税
特
権
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
と
を
書
き
と
め
て
い
る
。
諸
教
皇
が
新
修
道
院
に
あ
た
え
た
免
税
特
権
は
、
修
道
院
が
窮
乏
に
あ
え
い
で
い
た
と
き
に
は
そ
れ
な
り
に
意
味
が
あ
っ
た
。
し
か
し
修
道
院
が
富
裕
に
な
り
、
修
道
士
の
慈
善
行
為
が
衰
退
し
た
あ
と
で
は
、
特
権
は
信
心
よ
り
も
む
し
ろ
貪
欲
の
手
段
に
な
り
下
が
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
特
権
に
あ
ず
か
る
者
は
お
の
れ
の
利
益
だ
け
を
追
求
し
て
い
る
か
ら
だ
。
彼
ら
が
た
と
い
イ
エ
ス
に
つ
い
て
説
教
し
て
も
、
イ
エ
ス
は
不
在
か
身
を
隠
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
こ
で
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
は
特
権
を
完
全
に
廃
棄
す
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
適
用
範
囲
を
制
限
し
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
免
税
地
を
新
開
地
novale
に
か
ぎ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
修
道
士
は
他
者
の
権
利
を
侵
害
せ
ず
に
お
の
れ
の
特
権
を
保
持
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
（
10
）
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
は
さ
ら
に
神
殿
騎
士
修
道
会
士
を
批
判
し
て
い
る
。
彼
ら
は
巡
礼
保
護
を
使
命
と
す
る
修
道
士
で
あ
り
、
教
皇
の
十
字
軍
構
想
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
だ
が
騎
士
修
道
会
士
は
甲
冑
で
身
を
固
め
、
武
器
を
携
帯
す
る
騎
乗
の
戦
士
で
あ
る
。
こ
の
扮
装
が
威
嚇
性
を
お
び
、
無
法
な
振
舞
い
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
自
身
で
は
気
付
か
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
司
教
が
閉
鎖
し
た
教
会
の
扉
を
あ
け
さ
せ
、
聖
職
停
止
に
な
っ
た
者
の
た
め
に
ミ
サ
を
執
り
行
い
、
教
会
が
破
門
し
た
者
を
勝
手
に
埋
葬
す
る
。
聖
務
禁
止
下
の
教
会
を
募
金
を
口
実
に
訪
れ
て
聖
務
を
執
行
す
る
た
め
に
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
者
に
た
い
し
て
教
会
の
威
令
が
及
ば
な
く
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
教
区
を
巡
回
し
な
が
ら
修
道
会
の
功
績
を
し
き
り
に
吹
聴
し
、
金
銭
と
引
き
換
え
に
教
区
民
の
罪
を
赦
し
て
い
る
。
（
11
）
の
ち
に
第
三
、
第
四
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
で
も
彼
ら
の
越
権
行
為
が
問
題
に
な
る
が
、
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
は
す
で
に
彼
ら
の
体
質
を
見
抜
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
は
新
開
地
に
か
ぎ
り
十
分
の
一
税
を
免
除
し
た
。
彼
が
旧
来
の
特
権
を
承
認
し
た
の
は
二
つ
の
騎
士
修
道
会
（
神
殿
騎
士
修
道
会
と
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
）
に
た
い
し
て
だ
け
で
あ
る
。
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
は
教
皇
就
任
の
一
ケ
月
後
に
、
プ
レ
モ
ン
ト
レ
会
参
事
会
長
ユ
ー
グ
に
宛
て
て
《sane
novalium
》
の
フ
レ
ー
ズ
を
と
十
二
世
紀
後
半
の
十
分
の
一
税
問
題
―
関
口
三
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
九
巻
第
一
号
四
、
、
、
、
、
も
な
う
特
許
状
を
交
付
し
た
。「
あ
な
た
方
が
み
ず
か
ら
の
手
と
費
用
に
よ
っ
て
耕
作
し
た
新
開
地
お
よ
び
あ
な
た
方
の
家
畜
か
ら
は
、
な
ん
ぴ
と
も
十
分
の
一
税
を
取
り
立
て
て
は
な
ら
な
い
」
（
12
）
と
。
十
七
年
前
に
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
が
同
教
団
に
発
給
し
た
特
許
状
に
は
「
あ
な
た
方
が
み
ず
か
ら
の
手
と
費
用
に
よ
っ
て
耕
作
し
た
農
地
」
（
13
）
と
あ
り
、
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
は
直
営
農
地
に
た
い
す
る
免
税
措
置
を
取
り
下
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
十
分
の
一
税
政
策
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
同
教
皇
は
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
司
教
に
宛
て
た
書
簡
で
、
同
教
区
の
ゲ
ル
ン
ロ
ー
ダ
に
あ
る
シ
ト
ー
会
修
道
院
が
、
購
入
し
た
土
地
と
ヴ
ィ
ラ
《fundis
ac
villis
》
に
合
法
的
に
付
着
し
て
い
た
十
分
の
一
税
を
同
司
教
に
納
付
し
な
く
な
っ
た
こ
と
に
触
れ
て
「
修
道
士
に
は
新
開
地
の
み
の
十
分
の
一
税
を
譲
渡
す
べ
く
決
定
し
た
」
（
14
）
と
伝
え
て
い
る
。
十
分
の
一
税
に
た
い
す
る
同
様
の
制
限
は
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
修
道
院
に
も
通
知
さ
れ
た
。
ポ
ン
テ
ィ
ー
ダ
修
道
院
（
ベ
ル
ガ
モ
近
在
）
に
宛
て
た
書
状
の
中
で
、
教
皇
は
「
新
開
地
に
由
来
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
十
分
の
一
税
を
の
ぞ
い
て
、
他
の
十
分
の
一
税
は
修
道
士
に
譲
与
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
我
々
は
決
定
し
た
の
で
す
」
（
15
）
と
述
べ
て
い
る
。
教
皇
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
修
道
参
事
会
士
、
カ
マ
ル
ド
リ
会
士
、
ヴ
ァ
ロ
ン
ブ
ロ
ー
サ
会
士
、
そ
の
他
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
士
に
た
い
し
て
も
《sane
novalium
》
の
フ
レ
ー
ズ
を
と
も
な
う
制
限
つ
き
の
特
権
の
み
を
認
め
た
。
（
16
）
新
開
地
十
分
の
一
税
（N
ovalzehnt
）
へ
の
免
税
制
限
が
大
規
模
な
直
営
付
属
農
場
を
設
営
す
る
新
修
道
会
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
小
教
区
の
権
利
を
め
ぐ
る
新
旧
修
道
制
の
争
い
に
つ
い
て
も
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
は
旧
修
道
院
の
既
得
権
を
尊
重
し
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
以
来
の
新
修
道
制
偏
重
の
風
を
あ
ら
た
め
た
。
教
皇
は
即
位
の
半
年
後
に
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
ピ
エ
ー
ル
に
授
与
し
た
特
許
状
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
あ
な
た
と
あ
な
た
の
後
継
者
に
た
い
し
て
以
下
の
こ
と
を
永
久
に
承
諾
し
ま
す
。
あ
な
た
の
権
利
に
属
す
る
小
教
区
の
中
に
、
将
来
な
ん
ぴ
と
も
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
士
の
施
設
以
外
の
修
道
会
、
修
道
院
を
設
立
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ロ
ー
マ
教
皇
の
恩
恵
に
よ
っ
て
あ
な
た
の
教
会
に
与
え
ら
れ
た
財
産
や
権
利
が
新
た
な
侵
入
的
な
修
道
院
の
進
出
に
よ
っ
て
減
ら
さ
れ
、
奪
い
取
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
あ
な
た
の
小
教
区
の
境
界
内
に
、
あ
な
た
の
同
意
な
し
に
な
ん
ぴ
と
も
共
同
墓
地
を
建
設
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
（
17
）
。
こ
こ
で
「
新
た
な
侵
入
的
な
修
道
院
」
が
主
と
し
て
シ
ト
ー
会
修
道
院
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
は
難
局
に
当
た
っ
て
大
局
的
視
野
と
決
断
力
を
兼
ね
備
え
た
教
皇
で
あ
っ
た
。
巷
間
の
手
厳
し
い
教
皇
批
判
を
聞
か
さ
れ
て
も
微
笑
み
を
う
か
べ
な
が
ら
耳
を
か
し
て
い
た
姿
は
『
経
綸
の
書
』
で
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
と
同
時
代
の
伝
記
作
家
ボ
ソ
に
よ
れ
ば
、
教
皇
は
大
変
親
切
で
し
か
も
辛
抱
強
く
、
英
語
と
ラ
テ
ン
語
が
堪
能
で
弁
舌
の
才
が
あ
り
、
そ
の
話
術
は
洗
練
さ
れ
て
い
た
。
す
ぐ
れ
た
歌
手
で
あ
り
、
ま
た
説
教
も
巧
み
で
あ
っ
た
。
め
っ
た
に
怒
ら
ず
、
気
前
よ
く
施
し
を
し
た
と
い
う
。
（
18
）
ス
タ
ッ
ブ
ス
に
よ
れ
ば
、
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
は
論
争
好
き
の
教
皇
で
は
な
く
、
偉
大
な
建
設
的
教
皇
で
あ
っ
た
。
組
織
化
の
才
と
布
教
的
熱
意
を
も
つ
改
革
者
で
あ
り
、
真
の
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
（
19
）
サ
ザ
ー
ン
は
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
を
評
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
彼
は
伝
統
的
な
権
利
や
要
求
に
耳
を
傾
け
た
と
い
う
点
で
教
皇
政
治
の
一
般
的
な
潮
流
か
ら
は
や
や
距
離
を
お
い
て
い
た
。
実
務
家
で
瑣
事
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ま
た
イ
タ
リ
ア
問
題
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
大
局
的
判
断
に
秀
で
た
教
皇
で
あ
っ
た
。
彼
は
聖
人
の
素
質
は
も
た
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ロ
ー
マ
教
会
に
平
和
と
安
定
し
た
統
治
の
一
時
代
を
保
証
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
教
皇
政
治
の
最
も
偉
大
な
世
紀
の
基
礎
を
か
た
め
た
人
物
で
あ
っ
た（
20
）
、
と
。二
　
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
の
十
分
の
一
税
政
策
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
の
没
後
、
大
多
数
の
枢
機
卿
に
よ
っ
て
教
皇
に
選
出
さ
れ
た
の
が
尚
書
院
長
で
あ
っ
た
ロ
ラ
ン
ド
・
バ
ン
デ
ィ
ネ
ッ
リ
（
サ
ン
＝
マ
ル
コ
の
司
祭
枢
機
卿
）
で
あ
る
。
彼
は
改
名
し
て
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
（
一
一
五
九
年
九
月
七
日
ー
一
一
八
一
年
八
月
三
十
日
）
を
名
乗
っ
た
。
（
21
）
そ
の
二
十
二
年
に
お
よ
ぶ
長
い
治
世
は
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
と
対
立
教
皇
と
の
戦
い
に
終
始
し
た
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
教
会
法
を
学
び
、
み
ず
か
ら
も
教
え
た
こ
の
法
律
家
教
皇
は
厖
大
な
数
の
判
例
を
後
世
に
残
し
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
の
立
法
活
動
が
い
か
に
旺
盛
で
あ
っ
た
か
は
『
教
会
法
典
』（C
orpus
Iuris
C
anonici
）
に
収
録
さ
れ
た
『
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
九
世
教
皇
令
集
』
（D
ecretales
G
regorii
IX
）
に
目
を
通
す
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
採
録
法
文
数
一
千
八
百
七
十
一
条
の
う
ち
、
二
人
の
教
皇
の
教
令
数
が
群
を
ぬ
い
て
多
い
。
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
の
教
令
四
百
七
十
条
と
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
の
教
令
五
百
九
十
六
条
が
こ
れ
で
あ
る
。
両
人
だ
け
で
収
録
総
数
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
（
22
）
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
が
発
給
し
た
十
分
の
一
税
関
連
の
特
許
状
も
そ
の
数
が
少
な
く
な
い
。
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
「
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
の
十
分
の
一
税
政
策
は
幾
つ
か
の
点
で
政
策
に
従
わ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
」
（
23
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
前
教
皇
の
十
分
の
一
税
政
策
が
大
幅
に
見
直
さ
れ
て
、
新
修
道
会
士
に
有
利
な
特
許
状
が
多
数
交
付
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
の
シ
ト
ー
会
修
道
院
へ
の
対
応
は
在
位
初
期
に
は
一
定
し
て
い
な
い
。
一
一
六
〇
年
二
月
十
九
日
に
ポ
ン
テ
ィ
ニ
ーPontigny
に
交
付
さ
れ
た
特
許
状
で
は
、
教
皇
は
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
の
政
策
を
受
け
継
い
で
新
開
地
に
の
み
免
税
を
認
め
る
《sane
novalium
》
の
フ
レ
ー
ズ
を
用
い
た
。
（
24
）
し
か
し
同
年
十
一
月
二
十
日
に
イ
ギ
リ
ス
の
リ
ー
ヴ
ォ
ーR
ievaulx
修
道
院
長
エ
ル
レ
ッ
ド
に
宛
て
た
特
許
状
で
は
「
み
ず
か
ら
の
手
と
費
用
に
よ
っ
て
耕
し
た
農
地
」
の
十
分
の
一
税
を
譲
渡
す
る
《sane
laborum
》
の
フ
レ
ー
ズ
を
用
い
た
。
（
25
）
つ
ま
り
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
が
一
一
三
二
年
に
シ
ト
ー
会
修
道
院
に
た
い
し
て
承
認
し
た
特
権
に
復
帰
し
た
の
で
あ
る
。
リ
ー
ヴ
ォ
ー
が
教
皇
シ
ス
マ
の
と
き
に
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
を
強
力
に
支
持
し
た
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
の
属
院
だ
っ
た
せ
い
も
あ
ろ
う
。
シ
ト
ー
会
に
た
い
す
る
教
皇
の
好
意
的
な
態
度
が
知
れ
渡
る
と
、
シ
ト
ー
会
士
は
相
次
い
で
教
皇
庁
に
押
し
か
け
た
。
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
が
発
給
し
た
特
許
状
の
制
限
条
項
を
撤
廃
し
て
も
ら
十
二
世
紀
後
半
の
十
分
の
一
税
問
題
―
関
口
五
う
た
め
で
あ
る
。
一
一
六
三
年
二
月
六
日
と
同
年
十
二
月
八
日
に
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
に
宛
て
た
特
許
状
に
お
い
て
、
同
院
の
聖
座
奉
仕
へ
の
感
謝
の
念
か
ら
教
皇
は
《sane
laborum
》
の
特
権
を
認
め
、
二
年
後
に
は
シ
ト
ー
に
た
い
し
て
も
同
様
の
特
権
を
承
認
し
た
。
（
26
）
こ
う
し
て
シ
ト
ー
会
士
に
た
い
す
る
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
の
制
限
条
項
は
次
々
に
撤
廃
さ
れ
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
一
一
四
三
年
に
設
立
さ
れ
た
モ
リ
モ
ン
系
の
シ
ト
ー
会
修
道
院
マ
リ
ー
エ
ン
タ
ー
ルM
ariental
（
ザ
ク
セ
ン
）
は
、
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
三
世
（
シ
ト
ー
会
士
！
）
か
ら
一
一
四
七
年
に
《sane
laborum
》
の
特
権
を
承
認
さ
れ
た
。
一
一
五
九
年
に
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
は
免
税
地
を
新
開
地
に
制
限
し
た
が
、
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
は
再
び
古
い
特
権
に
戻
し
て
い
る
。
ま
た
一
一
五
一
年
に
設
立
さ
れ
た
モ
リ
モ
ン
系
の
ブ
ロ
ン
バ
ッ
ハB
ronnbach
修
道
院
（
フ
ラ
ン
ケ
ン
）
は
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
三
世
か
ら
《sane
laborum
》
の
特
権
を
授
与
さ
れ
た
が
、
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
は
こ
の
特
権
を
新
開
地
に
限
定
し
た
。
し
か
し
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
は
こ
れ
を
再
び
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
期
の
特
権
に
戻
し
て
い
る
。
（
27
）
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
の
あ
か
ら
さ
ま
な
シ
ト
ー
会
士
優
遇
策
は
、
旧
修
道
院
や
在
俗
教
会
の
不
満
を
掻
き
立
て
た
。
そ
こ
で
教
皇
は
教
勅
《E
x
parte
》
を
公
布
し
て
十
分
の
一
税
政
策
に
関
す
る
自
身
の
立
場
を
釈
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
タ
ラ
ゴ
ー
ナ
大
司
教
宛
書
簡
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。「
周
知
の
よ
う
に
、
あ
な
た
方
か
ら
以
下
の
ご
と
き
苦
情
が
我
々
の
も
と
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
白
衣
、
黒
衣
、
そ
の
他
の
修
道
士
が
ロ
ー
マ
教
会
か
ら
授
与
さ
れ
た
特
権
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
の
裁
治
権
下
に
あ
る
教
会
か
ら
十
分
の
一
税
を
奪
い
取
っ
た
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
で
す
。
我
々
は
、
今
は
亡
き
誉
れ
高
き
教
皇
た
ち
が
殆
ど
す
べ
て
の
修
道
士
に
彼
ら
の
農
地
の
十
分
の
一
税
を
譲
渡
し
た
こ
と
を
あ
な
た
が
知
ら
ず
に
い
る
こ
と
を
望
み
ま
せ
ん
。
我
々
の
前
任
者
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
は
、
シ
ト
ー
会
士
、
神
殿
騎
士
修
道
会
士
、
お
よ
び
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
士
に
た
い
し
て
だ
け
、
み
ず
か
ら
の
手
と
費
用
に
よ
っ
て
耕
作
し
た
彼
ら
の
農
地
の
十
分
の
一
税
を
譲
渡
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
の
修
道
士
に
た
い
し
て
は
、
み
ず
か
ら
の
手
と
費
用
に
よ
っ
て
耕
作
し
た
新
開
地
と
彼
ら
の
家
畜
お
よ
び
庭
畑
地
の
十
分
の
一
税
の
免
除
を
承
諾
し
た
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
我
々
は
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
に
倣
っ
た
の
で
す
」
（
28
）
。
本
教
令
は
二
つ
の
点
で
注
目
さ
れ
よ
う
。
一
つ
は
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
の
尚
書
院
の
混
乱
ぶ
り
で
あ
る
。
特
権
付
与
の
経
緯
を
尚
書
院
さ
え
も
正
確
に
把
握
し
て
い
な
い
。
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
の
原
則
的
区
分
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
も
し
も
そ
れ
が
曲
解
で
な
い
と
す
れ
ば
誤
解
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
は
二
つ
の
騎
士
修
道
会
を
の
ぞ
く
す
べ
て
の
修
道
会
に
新
開
地
十
分
の
一
税
だ
け
を
承
認
し
た
の
で
あ
っ
て
、
シ
ト
ー
会
士
も
ま
た
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
が
修
道
士
の
あ
い
だ
に
特
権
に
関
す
る
独
自
の
線
引
き
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
新
た
な
法
規
範
が
作
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
教
令
は
第
四
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
ま
で
一
般
的
に
適
用
さ
れ
た
。
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
は
「
授
与
さ
れ
た
重
要
な
十
分
の
一
税
特
権
に
よ
っ
て
、
シ
ト
ー
会
士
は
高
慢
な
騎
士
修
道
会
士
と
肩
を
な
ら
べ
た
」
（
29
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
措
置
の
た
め
に
在
俗
聖
職
者
や
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
士
の
不
満
は
つ
の
り
、
シ
ト
ー
会
修
道
院
の
グ
ラ
ン
ギ
ア
（
直
営
付
属
農
場
）
創
設
に
と
も
な
う
村
落
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
九
巻
第
一
号
六
の
併
合
に
よ
っ
て
収
入
の
み
ち
を
絶
た
れ
た
小
教
区
司
祭
の
怒
り
が
各
地
で
爆
発
し
た
。
彼
ら
は
グ
ラ
ン
ギ
ア
に
押
し
入
り
、
十
分
の
一
税
や
初
穂
を
奪
い
取
ろ
う
と
さ
え
し
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
一
七
二
／
七
三
年
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
は
ウ
ル
ヘ
ル
司
教
に
た
い
し
て
ポ
ブ
レ
トPoblet
修
道
院
の
グ
ラ
ン
ギ
ア
に
乱
入
し
て
こ
れ
を
破
壊
し
、
初
穂
を
強
奪
し
た
ラ
イ
ム
ン
ド
ゥ
ス
な
る
一
司
祭
に
損
害
を
賠
償
さ
せ
、
奪
っ
た
も
の
を
返
還
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ
た
。
（
30
）
し
か
し
十
分
の
一
税
を
め
ぐ
る
争
い
は
あ
と
を
絶
た
な
か
っ
た
。
司
教
の
中
に
は
グ
ラ
ン
ギ
ア
に
併
合
さ
れ
た
村
落
の
十
分
の
一
税
徴
収
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
の
教
令
の
復
権
を
意
図
し
て
、
特
許
状
中
の
「
農
地
」《labor
》
を
「
新
開
地
」《novale
》
に
読
み
替
え
て
条
文
の
適
用
を
計
る
者
も
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
シ
ト
ー
会
士
は
、
条
文
の
厳
密
な
解
釈
と
適
用
を
も
と
め
て
教
皇
庁
に
提
訴
し
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
が
シ
ト
ー
会
士
の
特
権
を
守
る
た
め
に
発
給
し
た
の
が
特
許
状
《A
udivim
us
et
audientes
》
で
あ
る
。
（
31
）
こ
こ
で
は
あ
ら
ま
し
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
使
徒
座
の
愛
す
る
息
子
で
あ
る
シ
ト
ー
会
修
道
院
長
お
よ
び
修
道
士
か
ら
、
彼
ら
自
身
の
手
と
費
用
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
た
農
地
の
十
分
の
一
税
を
徴
収
し
、
強
請
す
る
者
が
あ
る
と
耳
に
し
た
。
そ
の
上
、
不
正
で
悪
意
の
あ
る
解
釈
に
よ
っ
て
使
徒
座
の
特
許
状
の
文
言
を
曲
解
す
る
者
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
彼
ら
は
農
地
が
新
開
地
の
意
味
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
だ
と
言
い
張
る
。
我
々
は
シ
ト
ー
会
士
を
愛
護
し
、
な
ん
ぴ
と
も
彼
ら
を
困
惑
さ
せ
苦
し
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
二
度
と
起
ら
な
い
よ
う
に
本
文
書
に
よ
っ
て
命
令
す
る
。「
も
し
も
我
々
が
農
地
と
表
現
し
た
箇
所
を
新
開
地
と
の
み
解
釈
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
修
道
士
に
宛
て
た
特
許
状
の
中
で
そ
う
し
た
よ
う
に
、
新
開
地
と
表
現
し
た
で
あ
ろ
う
」
（
32
）
と
。《A
udivim
us
et
audientes
》
は
一
一
七
四
年
に
初
出
す
る
が
、
司
教
や
シ
ト
ー
会
修
道
院
に
宛
て
た
数
多
く
の
特
許
状
の
中
で
繰
り
返
し
引
用
さ
れ
た
。
か
く
て
カ
ニ
ヴ
ェ
ズ
は
、
免
税
地
を
新
開
地
に
制
限
し
た
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
の
政
策
は
彼
の
死
と
と
も
に
消
滅
し
た
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
（
33
）
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
は
、
聖
座
の
特
権
を
と
も
す
れ
ば
濫
用
し
が
ち
な
シ
ト
ー
会
士
の
振
舞
い
に
手
を
拱
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
創
建
の
理
念
を
忘
れ
た
シ
ト
ー
会
士
を
と
き
に
は
厳
し
く
と
が
め
て
い
る
。
一
例
を
示
そ
う
。
シ
ト
ー
会
の
歴
史
上
、
重
要
な
教
皇
文
書
の
一
つ
に
《Inter
innum
eras
m
undani
turbinis
tem
pestates
》
（「
世
界
の
混
乱
の
計
り
知
れ
な
い
嵐
の
中
で
」）
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
一
六
九
年
七
月
十
九
日
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
が
シ
ト
ー
の
修
道
会
総
会
に
出
席
し
た
高
位
聖
職
者
に
宛
て
た
信
書
で
あ
る
。
（
34
）
本
教
令
は
一
度
だ
け
そ
の
全
文
が
刊
行
さ
れ
た
。
デ
ュ
シ
ェ
ー
ヌ
（A
.D
uchesne
）
が
一
六
四
一
年
に
『
フ
ラ
ン
ス
史
の
著
述
家
』
の
第
四
巻
で
公
刊
し
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
翌
年
に
、
マ
ン
リ
ク
（A
.M
anrique
）
が
『
シ
ト
ー
会
年
代
記
』
を
出
版
し
た
と
き
に
、
彼
も
ま
た
本
書
に
《Inter
innum
eras
》
を
収
録
し
た
。
本
教
令
の
序
文
の
中
に
シ
ト
ー
会
の
賛
辞
を
見
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
本
教
令
の
お
よ
そ
半
分
に
近
い
文
章
が
削
除
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
削
除
さ
れ
た
本
文
こ
そ
は
シ
ト
ー
会
士
の
退
廃
を
指
摘
し
た
、
教
皇
の
き
十
二
世
紀
後
半
の
十
分
の
一
税
問
題
―
関
口
七
、
、
、
、
、
、
、
、
び
し
い
叱
責
と
警
告
を
含
ん
だ
箇
所
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
マ
ン
リ
ク
が
故
意
に
本
文
を
削
除
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
本
文
が
削
除
さ
れ
た
写
本
を
利
用
し
た
だ
け
な
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
確
か
め
る
す
べ
も
な
い
。
明
ら
か
な
の
は
彼
が
原
文
と
の
照
合
を
怠
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
だ
が
問
題
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
マ
ン
リ
ク
が
収
録
し
た
テ
キ
ス
ト
が
世
間
に
流
布
し
、
や
が
て
定
本
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。
ミ
ー
ニ
ュ
の
『
ラ
テ
ン
教
父
著
作
集
』
に
は
こ
の
欠
陥
テ
キ
ス
ト
が
採
録
さ
れ
、
シ
ト
ー
会
史
の
著
名
な
研
究
者
マ
ー
ン
や
カ
ニ
ヴ
ェ
ズ
も
ま
た
こ
の
欠
陥
テ
キ
ス
ト
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
ル
ク
レ
ー
ル
が
ミ
ー
ニ
ュ
版
テ
キ
ス
ト
に
長
い
脱
文
が
あ
る
の
を
指
摘
し
た
の
は
一
九
五
二
年
で
あ
る
。
（
35
）
こ
れ
以
後
に
書
か
れ
た
レ
ッ
カ
イ
の
名
著
『
シ
ト
ー
会
士
―
―
理
想
と
現
実
』（
初
版
一
九
七
七
年
）
は
こ
の
修
正
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
（
36
）
本
教
令
の
前
半
部
分
は
シ
ト
ー
会
の
あ
り
き
た
り
の
賛
辞
で
あ
る
。
し
か
し
序
文
は
き
び
し
い
戒
告
を
準
備
す
る
た
め
の
文
学
的
修
辞
に
す
ぎ
な
い
。
削
除
さ
れ
た
本
文
は
ミ
ー
ニ
ュ
版
テ
キ
ス
ト
第
二
百
巻
第
五
百
九
十
五
欄
、
十
七
行
目
の
《gloriosi
》
と
《D
e
caetero
》
の
あ
い
だ
に
挿
入
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ル
ク
レ
ー
ル
は
そ
の
全
文
を
紹
介
し
て
い
る
。
（
37
）
本
文
を
要
約
す
れ
ば
お
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。
あ
な
た
方
の
中
に
は
シ
ト
ー
会
の
規
約
を
全
く
忘
れ
た
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
無
知
に
な
り
、
シ
ト
ー
会
の
栄
光
や
繁
栄
と
引
替
え
に
村
落
、
水
車
、
教
会
、
祭
壇
な
ど
を
所
有
す
る
者
が
い
る
。
忠
誠
誓
約
や
臣
従
礼
を
受
け
と
り
、
農
民
や
貢
納
者
を
抱
え
、
地
上
の
境
域
の
拡
大
に
汲
々
と
し
て
い
る
。
今
や
修
道
会
は
完
全
に
汚
さ
れ
、
変
質
し
た
《L
aeditur
hinc
ordo
penitus
et
m
utatur
》。
俗
世
を
捨
て
て
清
貧
の
衣
を
ま
と
い
、
神
へ
の
奉
仕
を
決
意
し
た
修
道
士
が
俗
事
に
ま
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
外
部
の
者
と
の
あ
い
だ
に
争
い
の
絶
え
間
が
な
く
、
多
く
の
修
道
院
が
争
訟
に
う
つ
つ
を
抜
か
し
て
罪
に
陥
っ
て
い
る
。
修
道
会
の
冷
淡
さ
と
愛
の
喪
失
は
今
や
誰
の
目
に
も
明
ら
か
だ
。
愛
は
清
貧
に
お
い
て
こ
そ
一
層
栄
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
言
う
。「
あ
な
た
方
が
修
道
会
の
本
来
の
規
約
を
捨
て
て
他
の
修
道
院
の
普
通
法com
-
m
unia
iura
に
移
り
た
い
と
願
う
な
ら
ば
、
あ
な
た
方
は
普
通
法
に
よ
っ
て
裁
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
他
の
修
道
院
と
同
様
の
生
活
を
ひ
き
う
け
る
者
は
、
法
に
お
い
て
同
一
の
規
律
に
服
す
る
義
務
が
あ
る
か
ら
で
す
」
（
38
）
。
使
徒
座
の
権
威
が
あ
な
た
方
の
所
有
地
に
与
え
た
特
権
を
、
あ
な
た
方
シ
ト
ー
会
士
は
濫
用
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
。
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
は
も
と
も
と
シ
ト
ー
会
に
好
意
的
な
教
皇
で
あ
り
、
シ
ト
ー
会
士
が
自
助
努
力
に
よ
っ
て
問
題
の
解
決
に
当
た
る
こ
と
を
当
初
か
ら
望
ん
で
い
た
。
そ
の
教
皇
が
例
の
な
い
き
び
し
い
戒
告
を
与
え
た
の
は
、
創
建
時
の
修
道
理
念
か
ら
逸
脱
し
た
シ
ト
ー
会
士
の
目
に
余
る
行
状
に
あ
っ
た
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
Ｊ
・
ビ
ュ
オ
は
、
傘
下
に
二
十
九
院
を
か
か
え
る
サ
ヴ
ィ
ニ
ーSavigny
修
道
院
（
ア
ヴ
ラ
ン
シ
ュ
教
区
）
を
一
一
四
七
年
に
シ
ト
ー
会
が
併
合
し
た
こ
と
が
同
会
の
世
俗
化
を
促
進
し
た
と
述
べ
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
修
族
が
シ
ト
ー
会
に
与
え
た
影
響
を
強
調
し
た
。（39
）
た
し
か
に
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
は
そ
の
創
立
以
来
、
教
会
、
十
分
の
一
税
、
バ
ナ
リ
テ
収
入
を
す
す
ん
で
受
け
取
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
修
族
が
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
九
巻
第
一
号
八
戒
律
の
厳
守
と
清
貧
で
知
ら
れ
る
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
の
属
院
に
な
る
こ
と
で
シ
ト
ー
会
に
合
流
し
た
と
い
う
事
実
は
意
味
深
長
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
存
命
中
の
で
き
ご
と
で
あ
る
。
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
修
道
院
長
は
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
土
地
が
や
せ
て
い
て
農
作
物
の
収
穫
が
少
な
い
の
で
、
修
道
士
か
ら
十
分
の
一
税
を
奪
う
の
は
酷
で
あ
る
と
言
っ
て
彼
ら
を
弁
護
し
た
と
い
う
。
（
40
）
し
か
し
、
す
で
に
先
の
論
文
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
シ
ト
ー
会
修
道
院
は
十
二
世
紀
の
二
十
、
三
十
年
代
に
は
早
く
も
教
会
や
十
分
の
一
税
を
所
有
し
て
い
た
の
で
あ
り（41
）
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
修
族
の
併
合
に
は
な
ん
の
違
和
感
も
感
じ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
七
年
前
の
一
一
四
〇
年
に
は
、
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
は
村
落
、
教
会
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
教
会
収
入
を
所
有
し
て
い
た
ロ
ー
マ
の
修
道
院
ト
レ
・
フ
ォ
ン
タ
ー
ネT
re
F
ontane
を
併
合
し
て
お
り
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
も
教
皇
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
三
世
も
こ
の
編
入
に
賛
成
し
、
同
意
を
与
え
て
い
た
。
（
42
）
レ
ッ
カ
イ
は
「
十
分
の
一
税
の
受
納
は
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
修
族
の
入
会
以
前
で
さ
え
珍
し
く
は
な
く
、
経
済
的
困
窮
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
て
い
た
」
と
述
べ
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
と
の
合
併
に
大
い
に
責
任
の
あ
っ
た
聖
ベ
ル
ナ
ー
ル
一
人
を
非
難
す
る
の
は
不
当
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
（
43
）
お
そ
ら
く
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
シ
ト
ー
会
士
が
責
め
ら
れ
る
べ
き
は
、
彼
ら
が
経
済
的
困
窮
か
ら
脱
出
し
た
の
ち
に
も
長
い
あ
い
だ
特
権
に
固
執
し
て
、
そ
れ
を
手
放
そ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。
三
　
第
三
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
と
十
分
の
一
税
一
一
七
九
年
三
月
五
日
に
、
二
十
一
名
の
枢
機
卿
と
お
よ
そ
三
百
名
の
司
教
が
出
席
し
て
開
幕
し
た
第
三
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
主
た
る
目
的
は
三
つ
あ
っ
た
。
二
十
年
続
い
た
シ
ス
マ
の
終
結
宣
言
と
そ
の
再
発
防
止
、
シ
ス
マ
に
よ
っ
て
低
下
し
た
聖
職
者
の
モ
ラ
ル
の
改
善
と
小
教
区
司
牧
の
充
実
、
そ
し
て
喫
緊
の
急
務
で
あ
る
異
端
対
策
で
あ
る
。
公
会
議
は
三
月
十
九
日
に
二
十
七
ケ
条
の
カ
ノ
ン
を
制
定
し
て
閉
幕
し
た
。
（
44
）
こ
の
う
ち
十
分
の
一
税
に
言
及
し
て
い
る
の
は
第
九
、
十
四
、
二
十
三
条
の
カ
ノ
ン
で
あ
る
。
第
九
条
は
、
神
殿
騎
士
修
道
会
士
と
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
士
の
特
権
濫
用
を
と
り
あ
げ
た
。
彼
ら
は
各
地
を
巡
回
し
て
司
教
の
同
意
な
し
に
、
破
門
さ
れ
た
者
や
聖
務
禁
止
下
の
信
徒
に
秘
跡
を
授
け
、
埋
葬
し
、
司
祭
を
任
命
す
る
。
騎
士
修
道
会
士
は
巡
回
先
の
住
民
と
兄
弟
盟
約
《fraternitas
》
を
結
び
、
俗
人
領
主
か
ら
教
会
、
十
分
の
一
税
を
受
け
取
っ
て
い
る
。「
完
全
な
権
利
に
よ
っ
て
」《pleno
jure
》
騎
士
修
道
会
士
に
属
し
て
い
な
い
教
会
に
司
祭
を
任
命
す
る
と
き
に
は
、
彼
ら
は
ま
ず
司
祭
候
補
を
司
教
に
推
薦
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
当
該
司
祭
は
、
小
教
区
の
司
牧
に
た
い
し
て
は
司
教
に
責
任
を
負
う
か
ら
で
あ
る
。
当
カ
ノ
ン
に
は
、
動
態
的
巡
回
司
牧
へ
の
当
局
の
不
信
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
司
教
が
所
轄
す
る
小
教
区
の
枠
内
で
の
静
態
的
司
牧
こ
そ
が
司
牧
本
来
の
在
り
方
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
司
牧
に
つ
い
て
規
定
し
た
第
一
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
カ
ノ
ン
第
十
四
、
十
六
条
の
再
確
認
を
意
味
し
た
。
第
九
条
は
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
の
ジ
ョ
ン
が
そ
の
『
経
綸
の
書
』
で
紹
介
し
た
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
の
批
判
と
内
容
的
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
45
）
だ
が
一
一
六
〇
、
七
〇
年
代
に
は
、
神
殿
騎
士
修
道
会
士
は
教
皇
の
財
務
行
政
に
と
っ
て
不
可
欠
の
存
十
二
世
紀
後
半
の
十
分
の
一
税
問
題
―
関
口
九
在
で
あ
り
、
彼
ら
の
中
か
ら
会
計
院
長
が
選
任
さ
れ
て
い
る
。
（
46
）
本
カ
ノ
ン
の
禁
令
が
ど
の
程
度
ま
で
遵
守
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
三
十
五
年
後
に
召
集
さ
れ
る
第
四
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
は
、
再
び
彼
ら
に
対
す
る
批
判
を
繰
り
返
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
カ
ノ
ン
第
十
四
条
で
は
、
普
及
し
つ
つ
あ
る
聖
職
禄
の
併
有
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
私
有
教
会
領
主
の
越
権
行
為
（
司
祭
の
任
免
、
タ
イ
ユ
・
強
課
の
賦
課
）
を
非
難
し
た
。
こ
の
あ
と
に
十
分
の
一
税
に
関
す
る
有
名
な
禁
令
が
つ
づ
く
。
「
我
々
は
、
俗
人
が
魂
の
危
険
を
冒
し
て
所
有
し
て
い
る
十
分
の
一
税
を
何
ら
か
の
方
法
で
他
の
俗
人
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。
も
し
も
十
分
の
一
税
を
受
け
取
り
な
が
ら
そ
れ
を
教
会
に
引
き
渡
さ
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
者
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
埋
葬
を
拒
否
さ
れ
よ
う
」
（
47
）
。
つ
ま
り
俗
人
間
で
の
十
分
の
一
税
の
取
引
（
相
続
、
売
買
、
譲
渡
、
交
換
な
ど
）
を
全
面
的
に
禁
止
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
世
代
が
経
過
す
れ
ば
、
俗
人
十
分
の
一
税
は
す
べ
て
教
会
の
所
有
下
に
移
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
し
た
の
で
あ
る
。
（
48
）
し
か
し
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
楽
観
的
に
す
ぎ
た
見
通
し
で
あ
っ
た
。
カ
ノ
ン
第
二
十
三
条
は
癩
者
《leprosi
》
の
保
護
規
定
で
あ
る
。
彼
ら
が
共
同
生
活
を
営
む
と
こ
ろ
で
は
、
彼
ら
に
教
会
、
墓
地
、
司
牧
司
祭
が
保
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
が
所
有
す
る
庭
畑
地
と
家
畜
か
ら
は
十
分
の
一
税
が
免
除
さ
れ
た
。
体
の
中
で
最
も
弱
く
見
え
る
肢
体
は
か
え
っ
て
必
要
で
あ
る
（
コ
リ
ン
ト
前
　
一
二
・
二
二
）
と
聖
句
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
点
に
、
こ
れ
ま
で
強
制
隔
離
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
社
会
的
弱
者
へ
の
対
応
の
変
化
が
み
と
め
ら
れ
よ
う
。
当
公
会
議
が
最
大
の
関
心
を
よ
せ
て
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
異
端
対
策
で
あ
っ
た
。
カ
ノ
ン
第
二
十
七
条
は
、
ア
ル
ビ
と
ト
ゥ
ル
ー
ズ
地
方
を
席
巻
し
た
カ
タ
リ
派
を
断
罪
し
て
い
る
。
当
局
が
な
に
よ
り
も
強
く
警
戒
し
た
の
は
民
衆
の
自
由
説
教
で
あ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
は
、
当
公
会
議
に
出
席
し
て
い
た
セ
ン
ト
＝
ポ
ー
ル
教
会
（
ロ
ン
ド
ン
）
の
参
事
会
員
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
マ
ッ
プ
に
ワ
ル
ド
ー
派
の
説
教
者
を
尋
問
さ
せ
て
い
る
。
マ
ッ
プ
は
彼
ら
の
説
教
活
動
に
は
無
論
否
定
的
で
あ
っ
た
。
「
彼
ら
は
さ
し
あ
た
り
謙
遜
に
始
め
る
。
我
々
の
領
分
を
侵
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
だ
。
し
か
し
彼
ら
を
容
認
す
る
な
ら
ば
、
い
ず
れ
我
々
が
駆
逐
さ
れ
よ
う
」
（
49
）
。
司
牧
は
伝
統
的
な
小
教
区
の
枠
内
で
行
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
当
公
会
議
の
カ
ノ
ン
に
は
小
教
区
教
会
と
司
牧
司
祭
に
関
係
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
小
教
区
教
会
の
地
位
と
権
利
の
確
立
に
と
も
な
っ
て
生
起
し
た
弊
害
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
の
は
、
第
三
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
注
目
す
べ
き
特
徴
で
あ
る
。
（
50
）
た
と
え
ば
中
世
の
教
会
で
猖
獗
を
き
わ
め
た
二
つ
の
弊
害
、
期
待
権
恵
与
（graces
expectatives
）
と
聖
職
禄
併
有
を
と
も
に
禁
止
し
た
（
第
八
、
十
三
、
十
四
条
）。
し
か
し
皮
肉
に
も
こ
の
悪
弊
は
本
公
会
議
以
後
、
急
速
に
普
及
し
て
い
く
。
さ
ら
に
公
会
議
は
異
端
対
策
と
関
連
し
て
神
学
教
育
に
も
留
意
し
、
第
十
八
条
で
は
各
司
教
座
教
会
に
一
名
の
神
学
教
師
を
お
き
、
彼
に
十
分
な
聖
職
禄
を
与
え
て
そ
の
生
活
を
保
障
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
（
51
）
小
教
区
司
祭
の
収
入
源
で
あ
る
聖
式
謝
礼
は
第
七
条
で
禁
止
さ
れ
た
。
し
か
し
公
会
議
出
席
者
の
中
に
は
、
本
カ
ノ
ン
の
制
定
に
異
議
を
と
な
え
た
者
が
少
な
か
ら
ず
い
た
の
で
あ
る
。「
あ
る
者
は
、
こ
の
慣
行
（
聖
式
謝
礼
の
受
納
）
を
適
法
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
長
年
の
慣
行
は
、
慣
習
に
法
と
し
て
の
効
力
を
与
え
る
と
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
九
巻
第
一
号
十
信
ず
る
か
ら
で
あ
る
」
（
52
）
と
。
中
世
人
の
心
性
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
公
会
議
が
シ
ト
ー
会
士
の
十
分
の
一
税
問
題
を
あ
え
て
俎
上
に
載
せ
な
か
っ
た
の
は
、
当
局
の
最
大
の
懸
案
で
あ
っ
た
異
端
対
策
に
シ
ト
ー
会
士
の
協
力
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
都
市
化
が
す
す
み
、
社
会
的
流
動
性
が
た
か
ま
っ
た
十
二
世
紀
に
お
い
て
共
住
修
道
制
の
伝
統
を
守
り
、
堅
固
な
浄
行
持
律
の
修
道
生
活
を
い
と
な
む
シ
ト
ー
会
士
は
、
公
教
会
に
よ
っ
て
正
統
信
仰
の
堡
塁
と
み
な
さ
れ
て
絶
大
な
信
頼
を
得
て
い
た
。
す
で
に
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
修
道
院
長
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
ア
ン
リ
・
ド
・
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
の
異
端
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
俗
権
と
の
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
が
、
カ
タ
リ
派
改
宗
の
た
め
に
み
ず
か
ら
ト
ゥ
ル
ー
ズ
、
ア
ル
ビ
に
ま
で
足
を
運
ん
で
彼
ら
を
前
に
説
教
し
た
。
（
53
）
十
二
世
紀
後
半
に
正
統
信
仰
の
擁
護
者
と
し
て
最
も
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
た
の
は
、
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
修
道
院
長
ア
ン
リ
・
ド
・
マ
ル
シ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
は
異
端
根
絶
の
た
め
に
公
会
議
の
開
催
を
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
に
よ
び
か
け
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
の
防
衛
の
た
め
に
ピ
ン
ハ
ス
の
剣
（
民
数
紀
略
二
五
・
七
ー
八
）
を
抜
く
よ
う
に
求
め
た
。
（
54
）
公
会
議
開
催
の
前
年
に
は
、
彼
自
身
ト
ゥ
ル
ー
ズ
地
方
に
赴
い
て
カ
タ
リ
派
改
宗
の
説
教
を
お
こ
な
っ
た
。
カ
ノ
ン
第
二
十
七
条
の
制
定
を
教
皇
に
働
き
か
け
た
の
は
、
お
そ
ら
く
ア
ン
リ
・
ド
・
マ
ル
シ
ー
で
あ
ろ
う
。
（
55
）
彼
は
公
会
議
の
さ
な
か
に
ア
ル
バ
ー
ノ
の
司
教
枢
機
卿
に
任
命
さ
れ
、
以
後
十
字
軍
勧
説
と
異
端
改
宗
説
教
に
献
身
す
る
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
即
位
二
年
後
の
一
一
三
二
年
か
ら
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
が
即
位
し
た
一
一
九
八
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
、
九
名
の
シ
ト
ー
会
士
が
枢
機
卿
に
任
命
さ
れ
た
。
（
56
）
一
一
六
七
年
か
ら
一
一
七
八
年
に
い
た
る
お
よ
そ
十
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
を
の
ぞ
い
て
、
教
皇
庁
に
は
つ
ね
に
シ
ト
ー
会
士
出
身
の
枢
機
卿
が
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
五
名
は
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
修
道
士
で
あ
り
、
う
ち
一
名
は
教
皇
に
就
任
し
た
。
こ
れ
は
シ
ト
ー
会
士
、
と
く
に
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
修
道
士
が
教
皇
庁
で
い
か
に
信
頼
さ
れ
て
い
た
か
を
示
す
も
の
だ
。
シ
ト
ー
会
士
を
重
視
し
た
点
で
は
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
教
皇
は
三
名
（
お
そ
ら
く
は
四
名
）
の
シ
ト
ー
会
士
を
枢
機
卿
に
任
命
し
た
。
（
57
）
教
皇
庁
に
お
け
る
シ
ト
ー
会
士
の
プ
レ
ス
テ
ィ
ー
ジ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
の
偉
大
な
修
道
院
長
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
名
声
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
シ
ト
ー
会
の
利
益
を
代
弁
す
る
者
が
教
皇
庁
に
は
つ
ね
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
十
二
世
紀
の
教
皇
は
、
聖
地
巡
礼
の
救
護
の
た
め
に
騎
士
修
道
会
士
を
必
要
と
し
た
よ
う
に
、
正
統
信
仰
の
擁
護
と
異
端
の
制
圧
の
た
め
に
尖
兵
と
し
て
の
シ
ト
ー
会
士
を
必
要
と
し
て
い
た
。
シ
ト
ー
会
に
対
す
る
数
多
く
の
苦
情
と
批
判
が
教
皇
庁
に
よ
せ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
と
彼
に
つ
づ
く
教
皇
が
こ
ぞ
っ
て
シ
ト
ー
会
を
優
遇
し
、
そ
の
特
権
を
認
め
つ
づ
け
た
の
に
は
、
こ
う
し
た
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
四
　
在
俗
聖
職
者
の
シ
ト
ー
会
士
批
判
十
二
世
紀
後
半
の
教
皇
が
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
修
道
士
や
シ
ト
ー
会
士
に
発
給
し
た
特
許
状
で
は
例
外
な
く
《sane
laborum
》
の
フ
レ
ー
ズ
が
用
い
ら
れ
、《sane
novalium
》
十
二
世
紀
後
半
の
十
分
の
一
税
問
題
―
関
口
十
一
を
引
用
し
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
、
ル
キ
ウ
ス
三
世
、
ク
レ
メ
ン
ス
三
世
、
ケ
レ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
三
世
、
そ
し
て
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
が
交
付
し
た
特
許
状
が
そ
う
で
あ
る
。
（
58
）
ま
た
司
教
団
が
特
許
状
中
の
《labores
》
を
勝
手
に
《n
o
v
alia
》
と
読
み
替
え
て
シ
ト
ー
会
士
の
特
権
を
侵
さ
な
い
よ
う
に
《A
udivim
us
etaudientes
》
の
一
文
を
採
録
し
た
特
許
状
を
、
ル
キ
ウ
ス
三
世
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
が
交
付
し
て
い
る
。
（
59
）
こ
の
ほ
か
に
種
々
の
特
権
が
シ
ト
ー
会
士
に
与
え
ら
れ
た
。
（
60
）
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
は
、
シ
ト
ー
会
の
各
修
道
院
長
が
配
下
の
修
道
士
、
修
練
士
を
破
門
か
ら
解
く
権
利
を
承
認
し
た
。
シ
ト
ー
会
士
か
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
存
在
で
あ
っ
た
ル
キ
ウ
ス
三
世
は
、
シ
ト
ー
会
士
に
代
訴
人
《yconom
us
》
の
設
置
を
認
可
し
た
。
彼
は
シ
ト
ー
会
士
に
代
わ
っ
て
法
廷
活
動
を
お
こ
な
い
、
修
道
会
の
た
め
に
告
訴
し
、
弁
護
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ル
キ
ウ
ス
は
、
い
か
な
る
聖
職
者
も
シ
ト
ー
会
士
に
破
門
、
聖
職
停
止
、
聖
務
禁
止
な
ど
の
教
会
罰
を
科
す
こ
と
を
禁
じ
た
。
ウ
ル
バ
ヌ
ス
三
世
は
、
教
区
司
教
が
シ
ト
ー
会
士
の
叙
階
を
拒
否
し
た
と
き
に
は
、
修
道
院
長
は
叙
階
司
教
を
自
由
に
選
任
し
う
る
と
い
う
特
権
を
認
め
た
。
教
区
司
教
が
空
位
の
ば
あ
い
も
同
様
で
あ
る
。
シ
ト
ー
会
士
は
世
俗
の
裁
判
所
に
出
廷
の
義
務
は
な
く
、
ま
た
教
会
会
議
へ
の
出
席
を
強
要
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
ク
レ
メ
ン
ス
三
世
は
、
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
修
道
士
に
普
通
法
に
も
と
づ
い
て
法
廷
で
証
言
す
る
権
利
を
承
認
し
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
免
属
特
権
に
支
え
ら
れ
て
、
シ
ト
ー
会
士
の
経
済
的
地
位
は
著
し
く
強
化
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
半
面
で
は
、
第
三
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
以
後
シ
ト
ー
会
士
は
在
俗
聖
職
者
の
き
び
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
司
教
リ
チ
ャ
ー
ド
の
下
で
書
記
長
を
つ
と
め
、
の
ち
に
ロ
ン
ド
ン
教
会
の
大
助
祭
に
就
任
す
る
ピ
ー
タ
ー
・
オ
ブ
・
ブ
ロ
ワ
は
、
公
会
議
終
了
直
後
に
シ
ト
ー
修
道
院
長
と
修
道
会
総
会
に
宛
て
て
次
の
よ
う
に
書
い
た
。
（
61
）
「
も
し
も
あ
な
た
方
が
他
人
の
も
の
を
く
す
ね
た
り
、
修
道
士
や
聖
職
者
か
ら
十
分
の
一
税
を
奪
い
取
ら
な
い
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
者
の
願
い
と
言
葉
は
あ
な
た
方
の
聖
性
の
称
賛
に
向
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
…
土
地
が
あ
な
た
方
の
所
有
に
移
る
前
に
負
担
し
、
人
間
の
ゆ
え
で
は
な
く
土
地
所
有
の
ゆ
え
に
教
会
に
納
め
ら
れ
て
い
た
十
分
の
一
税
を
免
除
さ
れ
る
と
い
う
こ
の
不
当
な
免
税
特
権injuriosa
im
m
unitas
と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
か
？
　
土
地
が
あ
な
た
方
の
所
有
に
帰
し
た
と
き
に
、
な
ぜ
他
人
の
権
利
が
お
び
や
か
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
一
般
的
な
考
え
で
は
、
土
地
は
そ
の
負
担
と
一
緒
に
あ
な
た
方
の
も
の
に
な
っ
た
の
で
す
か
ら
。
…
ガ
リ
ア
の
騎
士
は
十
分
の
一
税
の
権
利
を
奪
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
方
の
特
権
を
無
視
し
、
力
づ
く
で
あ
な
た
方
か
ら
十
分
の
一
税
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
方
が
抵
抗
す
べ
き
は
彼
ら
に
対
し
て
で
あ
っ
て
、
聖
職
者
と
そ
の
教
会
に
対
し
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
…
あ
な
た
方
の
修
道
会
が
貧
困
の
中
に
あ
っ
て
楽
し
み
、
そ
の
貧
し
き
憐
み
の
心
が
惜
し
げ
も
な
く
貧
者
の
用
益
の
た
め
に
注
が
れ
て
い
た
と
き
に
、
教
皇
猊
下
が
特
別
の
寛
大
さ
か
ら
あ
な
た
方
に
特
権
を
与
え
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
公
共
の
利
益
を
損
な
っ
た
と
は
い
え
、
必
要
が
あ
っ
て
導
入
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
そ
の
当
時
は
我
慢
で
き
た
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
あ
な
た
方
の
所
有
地
が
増
大
し
て
莫
大
な
規
模
に
達
し
た
今
で
は
、
こ
の
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
九
巻
第
一
号
十
二
特
権
は
信
心
の
道
具
と
い
う
よ
り
は
野
心
の
道
具
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
…
じ
っ
さ
い
誉
れ
高
き
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
が
決
定
し
た
よ
う
に
、
も
し
も
あ
な
た
方
が
新
開
地
の
十
分
の
一
税
だ
け
を
受
納
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
損
失
は
我
々
に
と
っ
て
よ
り
耐
え
や
す
い
で
し
ょ
う
。
新
開
地
の
収
入
を
我
々
は
も
と
も
と
享
受
し
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
。
し
か
し
哲
学
者
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
喜
び
と
利
益
を
も
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
も
の
を
手
放
す
の
は
苦
痛
な
し
に
は
起
り
得
な
い
の
で
す
」。
書
簡
の
内
容
は
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
の
ジ
ョ
ン
が
『
経
綸
の
書
』
で
述
べ
て
い
る
こ
と
と
似
て
い
る
。
ピ
ー
タ
ー
は
ジ
ョ
ン
の
弟
子
で
あ
り
、
彼
が
ジ
ョ
ン
の
著
作
か
ら
影
響
を
う
け
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
シ
ト
ー
会
士
へ
の
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
の
晩
年
の
信
書
《Suggestum
estnobis
》
は
、
ピ
ー
タ
ー
・
オ
ブ
・
ブ
ロ
ワ
の
前
述
の
書
状
を
参
照
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
シ
ト
ー
会
士
が
十
分
の
一
税
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
て
い
る
修
道
院
、
修
道
士
と
す
み
や
か
に
和
解
す
る
よ
う
に
勧
告
し
た
あ
と
で
、
教
皇
は
次
の
よ
う
に
諭
し
て
い
る
。
「
あ
な
た
方
の
信
仰
の
評
判
が
こ
う
し
た
争
い
に
よ
っ
て
汚
さ
れ
な
い
た
め
で
す
。
ロ
ー
マ
教
会
が
あ
な
た
方
の
修
道
会
に
十
分
の
一
税
特
権
を
与
え
た
と
き
、
修
道
院
は
数
が
少
な
く
き
わ
め
て
貧
し
か
っ
た
の
で
、
法
律
上
な
ん
ぴ
と
と
の
あ
い
だ
に
も
不
和
が
生
ず
る
お
そ
れ
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
今
や
神
の
恩
寵
に
よ
っ
て
修
道
院
の
数
は
増
大
し
、
所
有
地
は
豊
か
に
な
っ
た
の
で
多
く
の
教
会
人
が
し
ば
し
ば
あ
な
た
方
の
こ
と
で
我
々
に
苦
情
を
訴
え
て
い
る
の
で
す
」。
（
62
）
噛
ん
で
含
め
る
よ
う
な
言
い
回
し
の
中
に
、
か
え
っ
て
シ
ト
ー
び
い
き
だ
っ
た
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
の
苦
悩
が
滲
み
で
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
前
述
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
マ
ッ
プ
も
ま
た
シ
ト
ー
会
士
を
警
戒
し
て
い
た
。
彼
は
ヘ
ン
リ
ー
二
世
に
書
記
と
し
て
長
い
あ
い
だ
奉
仕
し
、
ロ
ン
ド
ン
司
教
ギ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ
リ
オ
の
下
で
セ
ン
ト
＝
ポ
ー
ル
教
会
の
参
事
会
員
と
し
て
仕
え
た
。
の
ち
に
リ
ン
カ
ー
ン
司
教
ヒ
ュ
ー
に
よ
っ
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
大
助
祭
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
死
（
一
二
〇
九
／
一
〇
）
に
い
た
る
ま
で
こ
の
地
位
に
あ
っ
た
。
彼
は
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
の
死
の
直
後
（
一
一
八
二
年
頃
）
に
著
わ
さ
れ
た
『
宮
廷
人
の
繰
り
言
』
《D
e
N
ugis
C
urialium
》
の
中
で
シ
ト
ー
会
士
を
風
刺
し
た
。
（
63
）
衣
食
全
般
に
わ
た
る
シ
ト
ー
会
士
の
偽
善
と
そ
の
飽
く
な
き
富
へ
の
執
着
に
言
及
し
て
い
る
が
、
マ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
、
シ
ト
ー
会
士
が
財
物
を
巻
き
上
げ
る
た
め
に
狙
い
を
つ
け
た
の
は
、
浪
費
癖
が
あ
っ
て
、
い
つ
も
債
鬼
に
追
わ
れ
て
い
る
騎
士
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
彼
は
つ
づ
け
る
。「
シ
ト
ー
会
士
は
パ
リ
サ
イ
人
と
一
緒
に
、
我
々
は
他
の
人
間
と
は
ち
が
う
の
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
自
分
た
ち
は
、
所
有
す
る
す
べ
て
の
も
の
に
た
い
し
て
十
分
の
一
税
を
支
払
う
と
は
言
わ
な
い
か
ら
だ
。
パ
リ
サ
イ
人
と
と
も
に
シ
ト
ー
会
士
は
我
々
を
指
し
て
、
こ
の
取
税
人
の
ご
と
く
で
な
い
こ
と
を
感
謝
す
る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
我
々
は
、
神
よ
罪
び
と
で
あ
る
我
を
憐
み
た
ま
え
と
言
う
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
神
が
う
ぬ
ぼ
れ
に
耳
を
傾
け
、
へ
り
く
だ
る
こ
と
を
よ
し
と
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
シ
ト
ー
会
士
は
ヘ
ブ
ラ
イ
人
で
我
々
は
エ
ジ
プ
ト
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
」。
（
64
）
な
ん
と
も
辛
辣
な
皮
肉
で
あ
る
。
聖
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
、
か
つ
て
マ
ル
ム
ー
テ
ィ
エ
修
道
院
長
オ
ド
ン
に
対
し
て
十
分
の
一
税
や
供
物
の
受
納
は
争
訟
の
種
に
十
二
世
紀
後
半
の
十
分
の
一
税
問
題
―
関
口
十
三
な
り
、
禍
を
ま
ね
く
原
因
に
な
る
と
い
っ
て
警
告
を
発
し
た
が
、
（
65
）
彼
の
言
葉
は
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
シ
ト
ー
会
士
に
投
げ
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
人
の
在
俗
聖
職
者
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
ジ
ラ
ル
ド
（
一
一
四
七
ー
一
二
二
一
年
）
で
あ
る
。
一
時
期
ヘ
ン
リ
ー
二
世
に
礼
拝
堂
付
き
聖
職
者
と
し
て
仕
え
た
が
、
の
ち
に
セ
ン
ト
＝
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
の
大
助
祭
に
な
り
、
生
涯
こ
の
ポ
ス
ト
に
と
ど
ま
っ
た
。
彼
は
人
口
に
膾
炙
し
た
有
名
な
話
を
伝
え
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
フ
ル
コ
が
イ
ギ
リ
ス
王
リ
チ
ャ
ー
ド
一
世
を
諌
め
て
言
っ
た
。
王
が
三
人
の
娘
、
す
な
わ
ち
ス
ペ
ル
ビ
ア
（
傲
慢
）、
ル
ー
ク
ス
リ
ア
（
贅
沢
）、
そ
し
て
ク
ピ
デ
ィ
タ
ー
ス
（
強
欲
）
を
抱
え
て
い
る
か
ぎ
り
、
神
の
恩
寵
を
手
に
す
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
、
と
。
王
は
し
ば
ら
く
考
え
て
か
ら
次
の
よ
う
に
答
え
た
。「
三
人
の
娘
を
私
は
す
で
に
嫁
が
せ
た
。
長
女
ス
ペ
ル
ビ
ア
は
神
殿
騎
士
修
道
会
士
に
、
次
女
ル
ー
ク
ス
リ
ア
は
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
士
に
、
そ
し
て
三
女
ク
ピ
デ
ィ
タ
ー
ス
は
シ
ト
ー
会
士
に
」
（
66
）
。
こ
の
小
話
は
十
二
世
紀
末
葉
に
、
人
々
が
白
衣
の
修
道
士
を
い
か
な
る
思
い
で
眺
め
て
い
た
の
か
を
示
し
て
余
り
有
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
ジ
ラ
ル
ド
は
新
旧
修
道
制
の
性
格
が
著
し
く
接
近
し
て
き
た
有
様
を
、
グ
ラ
ン
モ
ン
会
を
例
に
と
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
グ
ラ
ン
モ
ン
会
は
厳
格
な
規
律
、
清
貧
、
そ
し
て
沈
黙
の
遵
守
で
知
ら
れ
た
隠
修
士
的
性
格
を
も
つ
修
道
会
で
あ
っ
た
が
、
と
き
が
た
つ
に
つ
れ
て
世
故
に
た
け
た
年
長
者
の
忠
告
が
修
道
会
の
当
初
の
き
び
し
い
規
約
を
緩
和
し
た
。
現
在
で
は
、
グ
ラ
ン
モ
ン
会
は
必
要
な
だ
け
の
犂
や
農
具
、
大
小
の
家
畜
、
広
大
な
農
場
と
牧
場
を
シ
ト
ー
会
に
倣
っ
て
《m
ore
C
isterciensium
》
所
有
し
て
い
る
。
彼
ら
は
教
会
聖
職
禄
を
す
す
ん
で
受
け
取
る
が
司
牧
は
お
こ
な
わ
な
い
。
こ
の
点
で
グ
ラ
ン
モ
ン
会
士
は
幾
分
か
ク
リ
ュ
ニ
ー
会
士
、
カ
ル
ト
ゥ
ジ
ア
会
士
に
似
て
い
る
。
か
つ
て
は
大
い
な
る
信
心
と
修
道
士
的
完
徳
の
ゆ
え
に
拒
ん
で
い
た
教
会
の
受
納
を
近
年
は
拒
ま
な
い
。
こ
れ
に
は
大
き
な
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
伴
わ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
シ
ト
ー
会
士
も
ク
リ
ュ
ニ
ー
会
士
や
グ
ラ
ン
モ
ン
会
士
と
似
て
き
て
お
り
、
教
会
の
受
納
を
恥
ず
か
し
が
っ
た
り
、
遠
慮
し
た
り
は
し
な
い（
67
）
、
と
。
教
会
の
受
納
は
一
般
的
に
い
え
ば
、
十
分
の
一
税
の
取
得
を
意
味
す
る
。
す
べ
て
の
観
想
修
道
会
が
こ
の
点
で
は
似
通
っ
て
き
て
い
る
と
の
指
摘
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
か
く
て
シ
ト
ー
会
士
は
、
教
皇
の
要
請
と
世
評
に
う
な
が
さ
れ
て
、
自
己
規
制
に
乗
り
出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
す
で
に
一
一
八
〇
年
の
修
道
会
総
会
で
は
、
十
分
の
一
税
を
負
担
し
て
い
る
農
地
や
ブ
ド
ウ
畑
を
今
後
入
手
し
た
と
き
に
は
、
修
道
院
は
当
税
を
旧
所
有
権
者
に
引
き
続
き
支
払
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
た
だ
し
所
有
権
者
の
完
全
な
寄
進
、
あ
る
い
は
所
有
権
者
と
の
示
談
に
よ
っ
て
、
当
税
を
め
ぐ
る
争
い
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合
は
例
外
と
さ
れ
た
。
一
一
九
〇
年
の
修
道
会
総
会
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
シ
ト
ー
会
修
道
院
は
以
後
購
入
に
よ
ら
ず
に
「
無
条
件
の
施
与
」《pura
eleem
osyna
》
に
よ
っ
て
の
み
農
地
を
受
け
入
れ
る
と
決
議
し
た
。
（
68
）
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
は
か
ね
て
シ
ト
ー
会
に
自
粛
を
よ
び
か
け
て
い
た
が
、
シ
ト
ー
会
の
十
分
の
一
税
特
権
の
規
制
強
化
を
も
と
め
る
風
潮
の
中
で
第
四
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
九
巻
第
一
号
十
四
五
　
第
四
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
と
十
分
の
一
税
―
結
び
に
か
え
て
―
第
四
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
は
四
百
名
以
上
の
司
教
、
八
百
名
以
上
の
修
道
院
長
、
聖
堂
参
事
会
長
、
そ
の
他
の
聖
職
者
が
出
席
し
て
、
一
二
一
五
年
十
一
月
十
一
日
（
聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
の
祝
日
）
に
ラ
テ
ラ
ノ
聖
堂
で
開
幕
し
た
。
オ
リ
エ
ン
ト
か
ら
も
十
字
軍
国
家
の
ラ
テ
ン
人
司
教
が
参
列
し
て
い
る
。
公
会
議
は
二
十
日
間
に
わ
た
る
協
議
、
献
堂
式
典
、
ロ
ー
マ
市
民
を
交
え
て
の
祝
賀
行
事
な
ど
を
お
え
て
、
十
一
月
三
十
日
（
聖
ア
ン
ド
レ
ア
ス
の
祝
日
）
に
全
七
十
条
の
カ
ノ
ン
を
制
定
し
て
閉
幕
し
た
。
（
69
）
十
分
の
一
税
に
関
係
す
る
カ
ノ
ン
は
全
部
で
七
ケ
条
（
第
三
十
二
、
五
十
三
、
五
十
四
、
五
十
五
、
五
十
六
、
六
十
一
、
六
十
七
条
）
を
か
ぞ
え
、
全
カ
ノ
ン
の
一
割
を
占
め
る
。
こ
れ
は
教
会
に
と
り
十
分
の
一
税
が
い
か
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
か
を
示
す
も
の
だ
。
七
ケ
条
は
そ
の
内
容
か
ら
み
て
三
つ
に
大
別
さ
れ
よ
う
。
第
五
十
三
、
五
十
四
、
六
十
七
条
は
ラ
テ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
納
税
義
務
と
当
税
の
教
会
帰
属
を
規
定
し
た
。
第
五
十
五
、
六
十
一
条
は
シ
ト
ー
会
士
、
騎
士
修
道
会
士
の
特
権
の
規
制
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
第
三
十
二
、
五
十
六
条
は
小
教
区
司
祭
の
適
正
な
取
り
分
の
保
証
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
順
を
追
っ
て
み
て
い
こ
う
。
（
１
）
第
五
十
三
条
は
、
十
分
の
一
税
を
逃
れ
る
た
め
に
土
地
を
他
人
に
与
え
て
耕
作
さ
せ
る
者
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
他
人
と
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
あ
る
が
、
典
礼
上
の
相
違
か
ら
《secundum
suos
ritus
》
十
分
の
一
税
の
納
付
を
免
れ
て
い
る
人
た
ち
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
ギ
リ
シ
ャ
人
を
指
す
。
（
70
）
第
四
回
十
字
軍
に
よ
っ
て
ラ
テ
ン
人
諸
国
家
が
建
設
さ
れ
、
ラ
テ
ン
人
と
ギ
リ
シ
ャ
人
の
混
住
地
域
が
ふ
え
た
。
十
分
の
一
税
は
ビ
ザ
ン
ツ
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ラ
テ
ン
人
の
領
主
《dom
ini
praediorum
》
の
中
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
人
に
土
地
を
与
え
て
耕
作
さ
せ
、
教
会
に
支
払
う
べ
き
十
分
の
一
税
を
逃
れ
て
多
大
な
利
益
を
あ
げ
る
者
が
い
た
。
本
条
は
ラ
テ
ン
人
領
主
の
か
か
る
詐
術
を
禁
止
す
る
意
図
か
ら
で
た
カ
ノ
ン
で
あ
る
。
「
十
分
の
一
税
は
必
ず
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
神
法
と
承
諾
さ
れ
た
地
方
の
慣
習
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
（
71
）
と
述
べ
て
い
る
。
第
五
十
四
条
は
、
十
分
の
一
税
が
諸
貢
租
に
優
先
し
て
納
付
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
規
定
し
た
カ
ノ
ン
で
あ
る
。
十
分
の
一
税
は
キ
リ
ス
ト
が
普
遍
的
支
配
権
の
し
る
し
《signum
universalis
dom
inii
》
と
し
て
お
の
れ
に
留
保
し
た
税
で
あ
り
、
信
徒
は
諸
貢
租
に
優
先
し
て
こ
れ
を
納
め
る
義
務
が
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
代
理
人
で
あ
る
教
皇
は
、
こ
の
普
遍
的
支
配
権
の
し
る
し
で
あ
る
十
分
の
一
税
を
東
西
両
教
会
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
課
す
こ
と
を
望
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
も
あ
る
。
た
と
え
ば
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
は
公
会
議
開
催
の
数
年
前
（
一
二
〇
八
年
七
月
）
に
、
テ
ー
バ
イ
の
貴
族
に
た
い
し
て
「
服
属
し
て
い
る
ギ
リ
シ
ャ
人
と
ラ
テ
ン
人
の
双
方
か
ら
」《tam
a
G
raecis
vobis
subditis
quam
L
atinis
》
十
分
の
一
税
を
取
り
立
て
る
よ
う
に
命
じ
た
。
い
か
な
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
法
的
に
当
税
の
支
払
い
を
免
れ
て
い
な
十
二
世
紀
後
半
の
十
分
の
一
税
問
題
―
関
口
十
五
い
か
ら
だ
と
い
う
。
（
72
）
ア
テ
ナ
イ
公
に
も
同
様
の
指
示
を
だ
し
た
。
（
73
）
翌
年
、
教
皇
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
に
た
い
し
て
教
区
の
ギ
リ
シ
ャ
人
信
徒
に
十
分
の
一
税
を
納
付
さ
せ
る
よ
う
に
勧
告
し
、
納
入
を
怠
る
者
に
は
教
会
罰
を
科
す
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
（
74
）
他
方
、
帝
都
在
住
の
ラ
テ
ン
人
は
十
分
の
一
税
を
納
付
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
は
帝
都
占
領
後
、
グ
ラ
ー
ド
総
大
司
教
に
十
分
の
一
税
を
納
め
た
。
し
か
し
十
分
の
一
税
の
納
付
は
ラ
テ
ン
人
司
教
の
権
威
を
承
認
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
人
は
こ
れ
に
強
く
反
発
し
た
。
カ
ノ
ン
第
五
十
四
条
は
十
分
の
一
税
の
納
付
を
全
信
徒
の
義
務
と
み
な
し
は
し
た
が
、
第
五
十
三
条
は
慣
習
上
の
相
違
を
考
慮
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
人
に
は
十
分
の
一
税
を
強
制
し
て
い
な
い
。
ラ
テ
ン
人
領
主
の
詭
計
だ
け
を
問
題
に
し
て
い
る
。
結
局
ギ
リ
シ
ャ
人
の
あ
い
だ
に
は
十
分
の
一
税
は
根
を
下
ろ
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第
六
十
七
条
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
高
利
を
あ
つ
か
っ
て
い
る
。
第
三
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
カ
ノ
ン
第
二
十
五
条
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
間
の
高
利
の
罪
《crim
en
usurarum
》
を
問
題
に
し
た
が
、
本
カ
ノ
ン
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
禁
令
で
あ
る
。「
ユ
ダ
ヤ
人
は
短
時
日
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
富
を
吸
い
尽
く
そ
う
と
し
て
い
る
」
（
75
）
と
述
べ
て
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
警
戒
を
よ
び
か
け
た
本
カ
ノ
ン
は
、
衣
服
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
識
別
を
命
じ
た
第
六
十
八
条
、「
キ
リ
ス
ト
の
冒
者
」《C
hristiblasphem
us
》
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
を
公
職
か
ら
追
放
し
た
第
六
十
九
条
、
改
宗
ユ
ダ
ヤ
人
が
ユ
ダ
ヤ
教
の
古
い
祭
儀
を
完
全
に
捨
て
去
る
こ
と
を
命
じ
た
第
七
十
条
と
併
せ
て
考
察
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
第
六
十
七
条
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
高
利
貸
付
を
禁
止
し
た
の
は
、
た
ん
に
倫
理
上
の
理
由
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
流
質
に
よ
っ
て
実
入
り
の
い
い
十
分
の
一
税
と
供
物
が
教
会
か
ら
失
わ
れ
る
の
を
当
局
が
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
同
カ
ノ
ン
の
以
下
の
規
定
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。「
我
々
は
、
家
屋
と
土
地
が
い
か
な
る
名
義
で
あ
れ
ユ
ダ
ヤ
人
の
手
に
渡
る
前
に
教
会
が
受
け
取
っ
て
い
た
十
分
の
一
税
と
供
物
を
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
納
付
さ
せ
る
よ
う
に
定
め
る
。
教
会
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
た
め
で
あ
る
」
（
76
）
。
（
２
）
第
五
十
五
条
の
見
出
し
に
は
「
入
手
さ
る
べ
き
土
地
か
ら
は
、
特
権
に
妨
げ
ら
る
る
こ
と
な
く
、
十
分
の
一
税
が
支
払
わ
る
べ
し
」
（
77
）
と
あ
る
。
本
条
は
言
う
ま
で
も
な
く
シ
ト
ー
会
士
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
カ
ノ
ン
で
あ
る
。
そ
の
前
半
で
は
次
の
よ
う
に
い
う
。「
最
近
シ
ト
ー
会
修
道
院
長
が
修
道
会
総
会
に
集
ま
っ
て
、
我
々
の
警
告
に
も
と
づ
き
慎
重
に
も
以
下
の
決
定
を
下
し
た
。
す
な
わ
ち
同
会
修
道
士
は
修
道
院
新
設
の
場
合
を
の
ぞ
い
て
、
教
会
に
十
分
の
一
税
が
支
払
わ
れ
て
い
る
土
地
を
他
の
者
か
ら
購
入
し
な
い
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
土
地
が
信
徒
の
敬
虔
の
念
か
ら
シ
ト
ー
会
士
に
譲
渡
さ
れ
た
り
、
修
道
院
新
設
の
た
め
に
購
入
さ
れ
た
と
き
に
は
、
シ
ト
ー
会
士
か
ら
耕
地
を
委
ね
ら
れ
た
者
は
教
会
に
十
分
の
一
税
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
シ
ト
ー
会
士
の
特
権
に
よ
っ
て
教
会
が
こ
れ
以
上
煩
わ
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
る
」。
（
78
）
前
半
で
は
シ
ト
ー
修
道
会
総
会
の
決
議
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
シ
ト
ー
会
士
は
在
俗
、
律
修
両
教
会
の
き
び
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
が
、「
我
々
の
警
告
に
も
と
づ
き
」
と
あ
る
よ
う
に
教
皇
も
ま
た
再
三
シ
ト
ー
会
士
に
は
忠
告
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
続
け
て
い
う
。「
し
た
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
九
巻
第
一
号
十
六
が
っ
て
我
々
は
以
下
の
通
り
定
め
る
。
す
な
わ
ち
他
の
者
に
譲
渡
さ
れ
る
か
、
今
後
入
手
さ
る
べ
き
土
地
か
ら
は
、
た
と
い
シ
ト
ー
会
士
が
そ
れ
ら
を
み
ず
か
ら
の
手
と
費
用
に
よ
っ
てpropriis
m
anibus
aut
sum
ptibus
耕
作
し
た
と
し
て
も
、
彼
ら
は
そ
の
土
地
の
ゆ
え
に
十
分
の
一
税
が
支
払
わ
れ
て
い
た
教
会
に
引
き
続
き
当
税
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
シ
ト
ー
会
士
が
当
該
教
会
と
別
途
協
定
を
む
す
ん
で
い
る
場
合
は
こ
の
か
ぎ
り
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
好
ま
し
く
か
つ
適
切
な
規
約
を
同
じ
特
権
を
享
受
す
る
他
の
修
道
士
に
も
広
く
適
用
す
る
こ
と
を
願
い
、
以
下
の
ご
と
く
命
令
す
る
。
す
な
わ
ち
高
位
聖
職
者
は
す
す
ん
で
修
道
士
に
彼
ら
の
不
当
な
行
為
に
た
い
し
て
正
義
の
補
償
を
お
こ
な
わ
せ
、
彼
ら
の
特
権
を
誠
実
か
つ
完
全
に
遵
守
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
（
79
）
。
後
半
で
は
修
道
会
総
会
の
決
議
を
う
け
て
、
当
公
会
議
で
な
さ
れ
た
決
定
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
本
規
定
が
騎
士
修
道
会
士
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
求
め
た
。
結
局
本
カ
ノ
ン
は
、
六
十
年
前
に
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
が
承
認
し
た
特
権
内
容
に
立
ち
戻
っ
た
の
で
あ
る
。
第
六
十
一
条
は
、
修
道
士
は
俗
人
の
手
か
ら
十
分
の
一
税
を
直
接
受
け
取
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
で
あ
り
、
こ
れ
は
第
三
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
カ
ノ
ン
第
九
条
を
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
五
十
七
条
と
と
も
に
騎
士
修
道
会
士
の
特
権
の
濫
用
を
規
制
し
て
い
る
。
第
五
十
七
条
は
、
聖
務
禁
止
下
の
地
区
を
訪
れ
る
騎
士
修
道
会
士
の
聖
務
執
行
権
の
濫
用
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
る
が
（
都
市
、
城
塞
、
村
落
の
各
地
域
に
お
い
て
年
に
一
回
、
一
教
会
に
か
ぎ
り
開
門
を
認
可
）、
第
六
十
一
条
は
、
十
分
の
一
税
と
教
会
《ecclesias
seu
decim
as
》
を
司
教
の
同
意
な
し
に
受
け
取
る
こ
と
を
禁
じ
た
の
で
あ
る
。
（
３
）
第
三
十
二
、
五
十
六
条
は
と
も
に
小
教
区
司
祭
の
境
遇
の
改
善
を
目
的
と
し
た
カ
ノ
ン
で
あ
る
。
第
五
十
六
条
は
、
小
教
区
教
会
の
請
負
、
受
封
に
よ
っ
て
司
祭
の
生
計
の
資
で
あ
る
十
分
の
一
税
が
奪
わ
れ
る
の
を
懸
念
し
て
い
る
。
請
負
人
や
受
封
者
は
協
定
と
引
替
え
に
し
ば
し
ば
修
道
院
、
司
教
座
教
会
に
墓
地
を
確
保
す
る
が
、
か
か
る
取
決
め
は
「
貪
欲
の
根
か
ら
発
し
て
い
る
」
と
批
判
す
る
。
第
三
十
二
条
は
、
小
教
区
教
会
の
保
護
者
《patroni
》
が
司
祭
に
十
分
の
一
税
の
適
正
な
取
り
分
《por-
tio
congrua
（sufficiens
）》
を
保
証
す
る
よ
う
に
命
じ
た
カ
ノ
ン
で
あ
る
。
保
護
者
が
教
会
収
入
の
大
半
を
自
分
の
も
の
に
す
る
の
で
司
祭
の
生
活
は
困
窮
し
て
い
る
。
地
方
に
よ
っ
て
は
十
分
の
一
税
の
十
六
分
の
一
《quartam
quartae
》（
！
）
し
か
司
祭
に
与
え
な
い
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
、
そ
こ
で
は
多
少
な
り
と
も
教
養
の
あ
る
司
祭
を
見
出
す
の
は
む
ず
か
し
い
状
態
に
あ
る
と
い
う
。
教
会
を
保
有
す
る
者
は
当
教
会
で
み
ず
か
ら
聖
役
を
果
た
す
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
も
例
外
が
あ
る
。
小
教
区
教
会
が
聖
職
禄
や
顕
職
に
結
合
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
保
有
者
は
大
教
会
で
奉
仕
す
る
《in
m
aioriecclesia
deservire
》
義
務
が
あ
る
の
で
、
代
わ
り
に
終
身
代
理
人
《perpetuus
vicarius
》
を
お
く
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
し
か
し
彼
に
は
教
会
収
入
の
適
正
な
取
り
分
が
保
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
司
祭
の
生
計
に
充
て
ら
る
べ
き
教
会
収
入
の
一
部
を
さ
い
て
定
期
金
《pensio
》
と
し
、
こ
れ
を
ベ
ネ
フ
ィ
キ
ウ
ム
と
し
て
第
三
者
に
譲
与
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
総
じ
て
小
教
区
司
祭
の
社
会
的
地
位
は
十
二
世
紀
後
半
の
十
分
の
一
税
問
題
―
関
口
十
七
低
く
、
し
か
も
不
安
定
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ち
な
み
に
カ
ノ
ン
第
四
十
五
条
は
、
小
教
区
教
会
の
聖
職
者
を
殺
害
し
た
り
、
肢
体
を
切
断
し
た
保
護
者
は
保
護
権
《ius
patronatus
》
を
喪
失
す
る
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
小
教
区
司
祭
の
生
計
は
何
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
　
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
教
会
勅
令
が
規
定
し
た
完
全
マ
ン
ス
ス
《m
ansus
integer
》（
税
が
免
除
さ
れ
た
最
低
生
活
費
用
）（80
）
の
ほ
か
に
十
分
の
一
税
、
埋
葬
料
、
そ
し
て
聖
式
謝
礼
（Stolgebühren,casuel
）
が
主
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
十
分
の
一
税
で
は
穀
物
や
ブ
ド
ウ
酒
に
課
さ
れ
る
大
十
分
の
一
税
（grosses
dîm
es
）
の
一
部
と
小
十
分
の
一
税
（m
enues
dîm
es
）
の
三
分
の
一（
81
）
が
主
な
収
入
源
で
あ
る
。
後
者
は
庭
畑
地
に
課
さ
れ
る
十
分
の
一
税
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
豆
類
、
ク
レ
ソ
ン
、
玉
ね
ぎ
、
リ
ン
ゴ
、
ナ
シ
な
ど
の
野
菜
や
果
物
、
麻
、
藺
な
ど
の
繊
維
作
物
、
大
青
な
ど
の
染
料
作
物
の
ほ
か
に
、
ニ
ワ
ト
リ
、
ア
ヒ
ル
、
ガ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
家
禽
類
が
含
ま
れ
た
。
小
十
分
の
一
税
の
方
が
司
祭
の
生
計
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。
無
視
で
き
な
い
収
入
と
し
て
聖
式
謝
礼
が
あ
る
。
こ
れ
を
「
称
賛
す
べ
き
慣
習
」《laudabilis
consuetudo
》
と
し
て
公
認
し
た
の
は
第
四
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
が
最
初
で
あ
る
（
カ
ノ
ン
第
六
十
六
条
）。
こ
れ
に
つ
い
て
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
立
法
は
健
全
な
現
実
的
政
策
の
道
を
す
す
ん
だ
。
こ
の
政
策
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
者
た
ち
の
並
は
ず
れ
た
一
切
の
理
想
主
義
か
ら
決
別
し
て
、
日
常
生
活
の
実
際
的
な
必
要
に
順
応
し
た
の
で
あ
る
」
（
82
）
と
。
カ
ノ
ン
第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
第
四
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
以
後
、
十
分
の
一
税
を
免
除
さ
れ
る
の
は
二
種
類
の
土
地
に
か
ぎ
ら
れ
た
。
修
道
士
が
公
会
議
以
前
に
入
手
し
、
み
ず
か
ら
の
手
と
費
用
に
よ
っ
て
耕
作
し
た
農
地
と
今
後
あ
ら
た
に
獲
得
さ
る
べ
き
新
開
地
が
こ
れ
で
あ
る
。
（
83
）
す
で
に
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
は
勅
書
《E
x
parte
》
の
中
で
シ
ト
ー
会
士
と
騎
士
修
道
会
士
以
外
の
修
道
士
に
た
い
し
て
は
免
税
特
権
を
新
開
地
に
制
限
し
て
い
た
の
で
、
本
公
会
議
以
後
、
修
道
会
特
権
の
平
準
化
が
す
す
ん
だ
。
（
84
）
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
は
新
開
地
の
概
念
を
ま
す
ま
す
限
定
的
に
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
「
新
た
に
耕
作
さ
れ
た
農
地
で
あ
っ
て
、
人
間
の
記
憶
が
及
ぶ
か
ぎ
り
、
な
ん
ぴ
と
に
よ
っ
て
も
耕
作
さ
れ
な
か
っ
た
土
地
」
（
85
）
の
謂
で
あ
り
、
放
棄
さ
れ
て
い
た
休
耕
地
が
復
旧
さ
れ
た
も
の
は
新
開
地
に
該
当
し
な
い
。
さ
ら
に
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
九
世
は
、
造
成
さ
れ
た
新
開
地
の
十
分
の
一
税
は
永
久
に
開
発
者
の
も
と
に
と
ど
ま
る
と
規
定
し
た
。
注
釈
法
学
者
は
こ
れ
を
「
ひ
と
た
び
新
開
地
た
り
し
も
の
は
つ
ね
に
新
開
地
た
る
べ
し
」《sem
el
novale
sem
per
est
novale
》
（
86
）
と
注
釈
し
て
い
る
。
新
開
地
に
永
久
的
な
性
格
を
も
た
せ
た
理
由
は
、
な
に
よ
り
も
開
墾
の
奨
励
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
注（１
）
関
口
武
彦
「
教
皇
改
革
と
十
分
の
一
税
」『
山
形
大
学
紀
要
・
社
会
科
学
』
第
三
十
八
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
四
九
頁
以
下
。
シ
ュ
タ
ー
プ
は
オ
ル
デ
リ
ク
ス
・
ウ
ィ
タ
ー
リ
ス
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
九
巻
第
一
号
十
八
モ
レ
ー
ム
の
シ
ト
ー
創
建
の
理
念
（decim
ae
aliorum
hom
inum
の
受
納
禁
止
は
そ
の
一
つ
）
は
、
帝
国
の
マ
イ
ン
ツ
、
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
、
ト
ゥ
ー
ル
の
教
会
指
導
者
の
改
革
理
念
に
ま
で
遡
る
と
主
張
す
る
。cf.
F.
Staab,
“D
ie
W
urzeldes
zisterziensischen
Z
ehntprivilegs.Z
ugleich
:Z
urE
chtheitsfrage
der
Q
uerim
onia
E
gilm
ari
episcopi
und
der
R
esponsio
Stephani
V
papae”,
D
eutsches
A
rchiv
40
（1984
）,21-54,vornehm
lich
52-53.
ロ
ベ
ー
ル
の
思
想
は
、
シ
ト
ー
会
の
『
創
立
小
史
』
第
十
五
章
、
お
よ
び
イ
ド
ゥ
ン
グ
・
フ
ォ
ン
・
プ
リ
ュ
ー
フ
ェ
ニ
ン
グ
の
『
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
士
と
シ
ト
ー
修
道
士
の
対
話
』（D
ialogus
inter
C
luniacensem
et
C
isterciensem
,
in
:
Thesaurus
novus
anecdotorum
.Paris
1717,vol.v,cols.1571-1654
）
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
イ
ド
ゥ
ン
グ
の
本
作
品
（
一
一
五
〇
年
代
に
完
成
）
に
登
場
す
る
シ
ト
ー
修
道
士
は
、
教
会
、
祭
壇
収
入
、
供
物
、
埋
葬
料
、
十
分
の
一
税
、
パ
ン
焼
き
竈
、
水
車
の
所
有
に
否
定
的
で
あ
る
（Ibid.,cols.1593-94
）.cf.J.F.
O
’Sullivan,J.L
eahey
and
G
.Perrigo
（trsl.
）,C
istercians
and
C
luniacs
:
The
C
ase
for
C
îteaux.A
D
ialogue
betw
een
Tw
o
M
onks.A
n
A
rgum
ent
on
F
our
Q
uestions
by
Idung
ofP
rüfening.K
alam
azoo,M
ichigan
1977,53-54.
（
２
）
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
に
つ
い
て
は
以
下
の
研
究
を
参
照
。W
.
U
llm
ann,
“T
he
Pontificate
of
A
drien
IV
”,
T
he
C
am
bridge
H
istorical
Journal
11
（1955
）,232-52
;
R
.W
.Southern,M
edieval
H
um
anism
and
O
ther
Studies.
O
xford
1970,234-52
;K
.Schnith,“A
drien
IV
”,dans
:D
ictionnaire
H
istorique
de
la
P
apauté.Paris1994,53-55.
（
３
）G
.W
.G
reenaw
ay,A
rnold
ofB
rescia.C
am
bridge
1931,99-146.
関
口
武
彦
「
第
一
、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
」『
山
形
大
学
紀
要
・
社
会
科
学
』
第
三
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
二
頁
以
下
。
（
４
）P.M
unz,
F
rederick
B
arbarossa
:
A
Study
in
M
edieval
P
olitics.Ithaca
and
L
ondon
1969,141ff.
（
５
）Ibid.,
165-69.
な
お
ロ
ン
カ
リ
ア
立
法
に
つ
い
て
は
、
勝
田
有
恒
氏
に
よ
る
邦
訳
と
解
説
が
あ
る
。『
西
洋
法
制
史
料
選
Ⅱ
　
中
世
』
創
文
社
、
一
九
七
八
年
、
九
八
ー
一
〇
九
頁
を
参
照
。
（
６
）I.
S
.
R
obinson,
T
he
P
apacy
1073-1198
:
C
ontinuity
and
Innovation.
C
am
bridge
1990,388-93.
（
７
）
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
は
在
位
中
十
三
名
の
枢
機
卿
を
任
命
し
た
。
一
一
五
九
年
九
月
の
教
皇
選
挙
の
際
に
十
一
名
の
枢
機
卿
が
生
存
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
九
名
が
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
を
支
持
し
た
。
二
名
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
四
世
を
支
持
し
た
が
、
程
な
く
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
の
陣
営
に
う
つ
っ
た
。
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
自
身
が
任
命
し
た
枢
機
卿
の
あ
い
だ
に
も
外
交
政
策
上
の
一
致
が
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
。cf.
B
.
Z
enker,
D
ie
M
itglieder
des
K
ardinalkollegium
s
von
1130
bis1159.W
ürzburg
1964.
（
８
）J.
D
ickinson
（trsl.
）,T
he
Statesm
an’s
B
ook
of
John
of
Salisbury
:
P
olicraticus.N
ew
Y
ork
21963
（1927
）,251-57,312-22,398-410.
十
二
世
紀
後
半
の
十
分
の
一
税
問
題
―
関
口
十
九
（
９
）Ibid.,410.
（
10
）Ibid.,318-19.
（
11
）Ibid.,320.
（
12
）‘Sane
novalium
vestrorum
,quae
propriis
m
anibus
autsum
ptibus
colitis,sive
de
nutrim
entis
anim
alium
vestrorum
,nullus
a
vobis
decim
am
exigere
praesum
at.’
:P
L,t.188,col.1377
;JL,n
。9972.
（
13
）‘de
laboribus
quos
propriis
m
anibus
sum
ptibusque
colligitis,’:
P
L,t.179,col.
387
;JL,n
。7927.
（
14
）‘nos
enim
religiosis
viris
decim
as
novalium
solum
duxim
us
concedendas,’:JL,
n
。10189a
（a
。1156
）.
（
15
）‘N
os
siquidem
religiosis
viris
non
alias
decim
as
nisi
eas,quae
de
novalibus
provenire
noscuntur
duxim
us
indulgendas.’
:M
ansi,t.21,col.830
;JL,n
。
10444
（a
。1155
）.
（
16
）
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
四
世
の
書
簡
と
特
許
状
は
、P
L,t.188,cols.1361-1644
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。《sane
novalium
》
の
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
以
下
の
箇
所
を
み
よ
。cols.1377,1430,1464,1511-12,1459,1500-01,1522,1528,1555,
1567,1586-87,1624,1628.
（
17
）‘C
oncedim
us
ergo
tibituisque
successoribus
in
perpetuum
,utin
Parochiis
ad
jus
tuum
pertinentibus
nullus
futuris
tem
poribus
ordo
seu
religio
nisi
C
luniacensis
ponatur,
ea
videlicet
ratione,
ne
bona
vel
jura
benignitate
R
om
anorum
Pontificum
E
cclesiae
tuae
collata,obtentu
cujuslibet
novae
vel
supervenientis
religionis
m
inuantur
aut
auferantur.Statuim
us
nihilom
inus
ut
infra
term
inos
Parochiarum
tuarum
nullus
C
im
iterium
absque
assensu
tuo
con-
struere
praesum
at.’:B
ull.C
,68
;JL,n
。10069
（a
。1155
）.
（
18
）L
.D
uchesne
（éd.
）,Le
Liber
P
ontificalis.Paris
21981,t.II,389.
（
19
）W
.
Stubbs,
“L
earning
and
L
iterature
at
the
C
ourt
of
H
enry
II”,
in
:
id.,
Seventeen
Lectures
on
the
Study
ofM
edievaland
M
odern
H
istory.N
ew
Y
ork
1967
（O
xford
1886
）,115-35,esp.132.
（
20
）R
.W
.Southern,op.cit.,251-52.
（
21
）
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
に
関
す
る
基
本
的
文
献
は
、M
.Pacaut,A
lexandre
III:
recherche
sur
la
conception
du
pouvoir
pontificaldans
sa
pensée
etdans
son
oeuvre.Paris
1956
;id.,“A
lexandre
III”,dans
:D
ictionnaire
H
istorique
de
la
P
apauté,64-67.
（
22
）C
IC
,II,xi-xvii.
（
23
）G
.
C
onstable,
M
onastic
Tithes
from
Their
O
rigins
to
the
Tw
elfth
C
entury.
C
am
bridge
1964,294.
（
24
）P
L,t.200,col.86.
（
25
）Ibid.,col.94.
（
26
）R
C
A
C
,n
O
S
94,99
;C
D
A
C
,n
。175.
（
27
）G
.Schreiber,K
urie
und
K
loster
im
12.Jahrhundert.Stuttgart1910,I
B
and,
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
九
巻
第
一
号
二
十
262.
（
28
）‘E
x
parte
tua
ad
nos
noveris
pervenisse,quod
albim
onachietnigri,etquidam
alii
religiosi
viri
ecclesias
tuae
iurisdictionis
reditibus
decim
arum
,occasione
privilegiorum
,quae
sibiR
om
ana
indulsitecclesia,spoliare
praesum
unt.Sane
nolum
us
te
latere,quod
sanctae
m
em
oriae
praedecessores
nostrifere
om
nibus
religiosis
decim
as
laborum
suorum
concesserant.
Sed
bonae
m
em
oriae
praedecessornosterH
adrianus
solis
fratribus
C
isterciensis
ordinis,ettem
plariis
ethospitalariis
decim
as
laborum
suorum
,quos
propriis
m
anibus
velsum
ptibus
colunt,indulsit;
ceteris
vero,ut
de
novalibus
suis,quae
propriis
m
anibus
vel
sum
ptibus
excolunt,etde
nutrim
entis
anim
alium
suorum
,etde
hortis
suis
deci-
m
as
non
persolvant,concessit;quem
sum
us
superhis
im
itati.’:
D
ecretals,III,
30,10
（C
IC
,II,col.559
）;JL,n
。14117.cf.G
.C
onstable,op.cit.,298-99.
（
29
）G
.Schreiber,op.cit.,266-67.
（
30
）Ibid.,268
;JL,n
。12181.
（
31
）D
ecretals,III,30,12
（C
IC
,II,col.560
）;G
.Schreiber,op.cit.,267f.
（
32
）‘N
am
,siintelligerem
us
tantum
m
odo
de
novalibus,ubiponim
us
de
laboribus,
de
novalibus
ponerem
us,sicut
in
privilegiis
quorundam
aliorum
ponim
us.’
:
D
ecretals,III,30,12
（C
IC
,II,col.560
）.
（
33
）J.-M
.C
anivez,“C
îteaux”,dans
:
D
ictionnaire
d'H
istoire
et
de
G
éographie
E
cclésiastiques.Paris1953,t.12,col.903.
（
34
）P
L,t.200,cols.594-5
;JL,n
。11633.
（
35
）J.
L
eclercq,
“Passage
supprim
é
dans
une
épitre
d’A
lexandre
III”,
R
evue
B
énédictine
62
（1952
）,149-51
;
id.,
“É
pitres
d’A
lexandre
III
sur
les
C
isterciens”,ibid.,64
（1954
）,68-82.
（
36
）L
.J.L
ekai,The
C
istercians
:
Ideals
and
R
eality.T
he
K
ent
State
U
niversity
Press
1977
（
朝
倉
文
市
・
函
館
ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ
訳
『
シ
ト
ー
会
修
道
院
』
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
）cf.ibid.,49,294-95,300-01
（
邦
訳
書
、
七
一
ー
七
二
、
三
八
一
、
三
八
八
頁
）。
（
37
）J.L
eclercq,“Passage
supprim
é
…”,op.cit.,151.
（
38
）‘Sienim
,relictis
originalibus
ordinis
institutis,ad
com
m
unia
uolueritis
aliorum
m
onasteriorum
iura
diuertere,
oportebit
et
uos
com
m
uni
iure
censeri,quia
dignum
estutquisim
ilem
cum
aliis
suscipiuntuitam
,sim
ilem
sentiantin
leg-
ibus
disciplinam
.’:ibid.
（
39
）J.B
uhot,“L
’A
bbaye
N
orm
ande
de
Savigny,chefd’O
rdre
etfille
de
C
îteaux”,
Le
M
oyen
A
ge
46
（1936
）,249-72.
（
40
）Ibid.,256-57.
（
41
）
関
口
、
教
皇
改
革
と
十
分
の
一
税
、
四
〇
頁
以
下
。
（
42
）L
.J.L
ekai,op.cit.,294
（
邦
訳
書
、
三
八
〇
頁
）.
（
43
）Ibid.,293,49
（
邦
訳
書
、
三
七
八
、
七
二
頁
）.
（
44
）
二
十
七
ケ
条
の
カ
ノ
ン
に
つ
い
て
は
、C
O
D
,
211-25
に
収
録
。cf.
R
.
十
二
世
紀
後
半
の
十
分
の
一
税
問
題
―
関
口
二
十
一
Foreville,Latran
I,II,IIIetLatran
IV
.Paris1965,210-23.
（
45
）J.D
ickinson
（trsl.
）,op.cit.,320f.
（
46
）I.S.R
obinson,op.cit.,257f.
（
47
）‘P
rohibem
us
etiam
ne
laici,
decim
as
cum
anim
arum
suarum
periculo
detinentes,in
alios
laicos
possintaliquo
m
odo
transferre.Siquis
vero
receperit
etecclesiae
non
tradiderit,christiana
sepultura
privetur.’:C
O
D
,219.
（
48
）C
.E
.B
oyd,Tithes
and
P
arishes
in
M
edievalItaly
:
The
H
istoricalR
oots
ofa
M
odern
P
roblem
.Ithaca,N
ew
Y
ork
1952,143.
（
49
）W
.M
ap,D
e
N
ugis
C
urialium
.E
d.and
T
rsl.by
M
.R
.Jam
es,R
evised
by
C
.N
.
L
.B
rooke
and
R
.A
.B
.M
ynors.O
xford
1983,126-27.
cf.R
.Foreville,
op.
cit.,207f.
な
お
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
堀
米
庸
三
『
正
統
と
異
端
』
中
央
公
論
社
、
一
九
六
四
年
、
一
六
頁
以
下
を
参
照
。
（
50
）J.
A
vril,
“L
’encadrem
ent
diocésain
et
l’organisation
paroissiale”,
dans
:
J.
L
ongère
（éd.
）,Le
troisièm
e
C
oncile
de
Latran
（1179
）.Sa
place
dans
l’his-
toire.Paris
1982,53-74.
パ
コ
ー
は
第
三
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
カ
ノ
ン
を
評
し
て
「
秩
序
へ
の
願
望
が
権
力
意
志
を
緩
和
し
て
い
る
」（M
.
P
acaut,
A
lexandre
III:recherche
….301
）
と
興
味
深
い
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
（
51
）
神
学
の
分
野
で
は
、
ペ
ト
ル
ス
・
ロ
ン
バ
ル
ド
ゥ
ス
の
キ
リ
ス
ト
論
が
公
会
議
で
危
う
く
断
罪
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
だ
が
当
会
議
で
は
カ
タ
リ
派
問
題
が
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
た
た
め
に
断
罪
を
免
れ
た
。
ペ
ト
ル
ス
の
諸
命
題
の
正
統
性
が
確
認
さ
れ
る
の
は
第
四
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
に
お
い
て
で
あ
る
（
カ
ノ
ン
第
二
条
参
照
）。cf.J.C
hâtillon,“L
atran
III
etl’enseignem
ent
christologique
de
Pierre
L
om
bard”,dans
:J.L
ongère
（éd.
）,op.cit.,75-90.
（
52
）‘Putant
plures
ex
hoc
sibi
licere,
quia
legem
m
oris
de
longa
invaluisse
consuetudine
arbitrantur,’:C
O
D
,215.
（
53
）
関
口
武
彦
『
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
制
の
研
究
』
南
窓
社
、
二
〇
〇
五
年
、
四
〇
七
ー
一
一
頁
。
（
54
）M
.Pacaut,Les
m
oines
blancs
:H
istoire
de
l’O
rdre
de
C
îteaux.Paris1993,245
;I.S.R
obinson,op.cit.,140-41,242-43.
（
55
）B
.G
uillem
ain,“L
’épiscopatfrançais
à
L
atran
III”,dans
:J.L
ongère
（éd.
）,op.
cit.,23-31,spécialem
ent29.
（
56
）
関
口
武
彦
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ロ
ー
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皇
庁
と
情
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歴
史
学
研
究
』
第
六
二
五
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一
九
九
一
年
）
五
五
頁
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（
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）W
.M
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K
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A
C
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ア
レ
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サ
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デ
ル
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A
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ル
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三
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メ
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三
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A
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世
）;R
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A
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イ
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ノ
ケ
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テ
ィ
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ス
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世
）.
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）R
C
A
C
,
n
。232
（
ル
キ
ウ
ス
三
世
）;R
C
A
C
,
n
。409
（
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
）.
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
九
巻
第
一
号
二
十
二
（
60
）
以
下
の
特
許
状
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参
照
さ
れ
た
い
。R
C
A
C
,n
os221,230,235,238,247,248,
250.
（
61
）P
L,t.207,ep.n
。82,cols.252-55.cf.G
.C
onstable,op.cit.,292-93.
（
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…ne
pro
huiusm
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R
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exinde
nullipoterat
de
iure
scandalum
suboriri;sed
nunc
per
gratiam
D
eiin
tantum
augm
entatae
suntac
possessionibus
ditatae,quod
m
ultiviriecclesiasticide
vobis
apud
nos
querelam
saepe
proponunt.’:D
ecretals,III,30,9
（C
IC
,II,col.559
）;JL,n
。
14004.cf.G
.C
onstable,op.cit.,303.
（
63
）W
.M
ap,op.cit.,84-113.
（
64
）Ibid.,88-89.
（
65
）
関
口
、
教
皇
改
革
と
十
分
の
一
税
、
四
三
頁
。
（
66
）‘T
res
filias
illas
jam
m
aritavi
;
prim
am
et
prim
aevam
,
scilicet
Superbiam
,
T
em
plariis
;
secundam
vero,scilicet
L
uxuriam
,nigris
m
onachis
;
tertiam
et
ultim
am
,scilicetC
upiditatem
,albis
m
onachis.’
:J.S.B
rew
er
（ed.
）,G
iraldi
C
am
brensis
O
pera,
scilicet
Speculum
E
cclesiae.
V
ol.
IV
;
R
erum
B
ritan-
nicarum
M
ediiA
eviScriptores
（R
olls
Series
）.L
ondon
1873
（rep.1964
）.
D
istinctio
II,
C
ap.
iii,54.
な
お
同
様
の
小
話
は
他
所
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。cf.
J.
F
.
D
im
ock
（ed.
）,G
iraldi
C
am
brensis
O
pera,
Itinerarium
K
am
briae.
V
ol.IV
;
R
erum
B
ritannicarum
M
edii
A
evi
Scriptores
（R
olls
Series
）.L
ondon
1868
（R
ep.1964
）L
iberI,C
ap.iii,44.
（
67
）J.S.B
rew
er
（ed.
）,op.cit.,D
istinctio
III,C
ap.xxi,256.cf.G
.C
onstable,The
R
eform
ation
ofthe
Tw
elfth
C
entury.C
am
bridge
1996,226-27.
（
68
）J.-B
.M
ahn,L’O
rdre
cistercien
etson
gouvernem
entdes
origines
au
m
ilieu
du
X
III
e
siècle
（1098-1265
）.Paris
21951,111
;G
.C
onstable,M
onastic
Tithes
…,303-04
;L
.J.L
ekai,op.cit.301
（
邦
訳
書
、
三
八
九
頁
）.
（
69
）
第
四
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
に
つ
い
て
は
、R
.Foreville,
op.
cit.,258ff.
邦
語
文
献
に
は
、
今
野
國
雄
「
第
四
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
に
つ
い
て
」『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―
―
経
済
・
歴
史
・
文
化
』
創
文
社
、
一
九
七
九
年
、
二
三
九
―
六
八
頁
が
あ
る
。
（
70
）H
L,V
-2,1375.
（
71
）‘Illae
quippe
decim
ae
necessario
suntsolvendae,quae
debentur
ex
lege
divina
vellociconsuetudine
approbata.’:C
O
D
,259.
（
72
）‘decim
as
quas
quilibet
C
hristianus
tenetur
de
jure
solvere’
:
P
L,t.215,col.
1434.
（
73
）P
L,t.215,col.1435.
（
74
）P
L,t.216,col.163.cf.J.R
ichard,“L
e
paiem
entdes
dîm
es
dans
les
É
tats
des
C
roisés”,B
ibliothèque
de
l’É
cole
des
C
hartes150
（1992
）,71-83.
（
75
）‘brevitem
pore
christianorum
exhauriuntfacultates.’:C
O
D
,265.
十
二
世
紀
後
半
の
十
分
の
一
税
問
題
―
関
口
二
十
三
（
76
）‘A
c
eadem
poena
Iudaeos
decernim
us
com
pellendos
ad
satisfaciendum
ecclesiis
pro
decim
is
etoblationibus
debitis,quae
a
christianis
de
dom
ibus
et
possessionibus
aliis
percipere
consueverant,antequam
ad
Iudaeos
quocum
que
titulo
devenissent,utsic
ecclesiae
conserventurindem
nes.’:ibid.,265-66.
な
お
本
カ
ノ
ン
に
つ
い
て
は
、
関
口
、
前
掲
書
、
四
六
七
頁
を
参
照
。
（
77
）‘U
tde
terris
acquirendis,non
obstantibus
privilegiis,decim
ae
dentur’
:C
O
D
,
260.
今
野
訳
（
前
掲
論
文
、
二
四
七
頁
）
で
は
「
入
手
し
た
土
地
か
ら
は
、
特
権
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
な
い
限
り
、
十
分
の
一
税
が
与
え
ら
る
べ
し
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
訳
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
の
内
容
が
全
く
逆
の
意
味
に
理
解
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
で
は
な
ん
の
た
め
に
本
カ
ノ
ン
を
制
定
し
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
な
お
今
野
氏
の
前
掲
論
文
の
カ
ノ
ン
見
出
し
の
訳
文
に
は
誤
訳
が
多
い
の
で
注
意
を
要
す
る
。
た
と
え
ば
第
六
、
十
九
、
二
十
八
、
三
十
二
、
四
十
一
、
五
十
五
、
五
十
六
条
な
ど
。
（
78
）‘N
uper
abbates
C
isterciensis
ordinis
in
generali
capitulo
congregati
ad
com
m
onitionem
nostram
provide
statuerunt,ne
de
caetero
fratres
ipsius
ordi-
nis
em
ant
possessiones,de
quibus
decim
ae
debentur
ecclesiis,nisi
forte
pro
m
onasteriis
noviter
fundandis.E
tsitales
possessiones
eis
fuerintpia
fidelium
devotione
collatae
autem
ptae
pro
m
onasteriis
de
novo
fundandis,com
m
ittant
excolendas
aliis
a
quibus
ecclesiis
decim
ae
persolvantur,ne
occasione
privilegiorum
suorum
ecclesiae
ulterius
praegraventur.’:C
O
D
,260.
（
79
）‘D
ecernim
us
ergo,
ut
de
alienis
terris
et
am
odo
acquirendis,
etiam
si
eas
propriis
m
anibus
aut
sum
ptibus
deinceps
excoluerint,
decim
as
persolvant
ecclesiis,quibus
ratione
praediorum
antea
solvebantur,nisicum
ipsis
ecclesiis
aliter
duxerintcom
ponendum
.N
os
ergo
statutum
huiusm
odigratum
etratum
habentes,
hoc
ipsum
ad
alios
regulares,
qui
gaudent
sim
ilibus
privilegiis,
extendi
volum
us,et
m
andam
us
ut
ecclesiarum
praelati
proniores
et
effica-
ciores
exsistant,ad
exhibendum
eis
de
suis
m
alefactoribus
iustitiae
com
ple-
m
entum
,eorum
que
privilegia
diligentius
et
perfectius
studeant
observare.’
:
ibid.
（
80
）G
.Schreiber,op.cit.,142.
関
口
武
彦
「
十
分
の
一
税
の
確
立
と
そ
の
展
開
」
『
山
形
大
学
紀
要
・
社
会
科
学
』
第
三
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
七
年
）
七
頁
。
（
81
）
大
・
小
十
分
の
一
税
に
つ
い
て
は
次
の
箇
所
を
参
照
。G
.
de
V
alous,
L
e
tem
poreletla
situation
financière
des
établissem
ents
de
l’O
rdre
de
C
luny
du
X
II e
au
X
IV
e
siècle.Paris
1935,107
;C
h,R
enardy,“R
echerches
surla
restitu-
tion
ou
la
cession
de
dîm
es
aux
églises
dans
le
diocèse
de
L
iège
du
X
I e
au
débutdu
X
IV
e
siècle”,Le
M
oyen
A
ge
76
（1970
）,236.
小
十
分
の
一
税
の
具
体
的
内
容
と
司
牧
司
祭
の
取
り
分
に
つ
い
て
は
次
の
論
文
を
み
よ
。B
.
D
elm
aire,“N
ote
sur
la
dîm
e
des
jardins,m
es
et
courtils
dans
la
France
du
N
ord
au
m
oyen
âge”,
dans
:
E
.
M
ornet
（dir.
）,C
am
pagnes
m
édiévales
:
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
九
巻
第
一
号
二
十
四
l’hom
m
e
etson
espace
（É
tudes
offertes
à
R
obertFossier
）,Paris
1995,231-
46.
（
82
）G
.Schreiber,‘K
irchliches
A
bgabenw
esen
an
französischen
E
igenkirchen
aus
A
nlaß
von
O
rdalien”,
Zeitschrift
der
Savigny-Stiftung
für
R
echtsgeschichte,
kan.
A
bt.5
（1915
）,418.
な
お
関
口
、
教
皇
改
革
と
十
分
の
一
税
、
五
四
頁
。
（
83
）D
.K
now
les,The
M
onastic
O
rder
in
E
ngland.C
am
bridge
1966
（1940
）,355-
56
;J.-B
.M
ahn,op.cit.,112.
（
84
）G
.Schreiber,K
urie
und
K
loster
…,269.
「
十
三
世
紀
の
修
道
会
共
通
の
特
権
が
知
っ
て
い
る
の
は
新
開
地
十
分
の
一
税
の
免
除
だ
け
で
あ
る
」（ibid.
）。
中
世
末
期
に
な
る
と
十
分
の
一
税
は
教
会
税
と
い
う
よ
り
は
第
二
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ル
と
し
て
そ
の
地
租
的
性
格
を
強
化
し
て
い
く
。
他
方
、
十
分
の
一
税
の
納
付
は
必
ず
し
も
信
徒
の
義
務
で
は
な
い
と
説
教
す
る
者
が
托
鉢
修
道
士
の
中
か
ら
現
れ
て
く
る
。cf.P.V
iard,“L
’évolution
de
la
dîm
e
ecclésiastique
en
France
aux
X
IV
e
et
X
V
e
siècles”,
Zeitschrift
der
Savigny-Stiftung
für
R
echtsgeschichte,kan.A
bt.3
（1913
）,107-40.
（
85
）‘utnovale
intellexerintagrum
,de
novo
ad
cultum
redactum
,de
quo
non
exstat
m
em
oria,quod
aliquando
cultus
fuisset.’:D
ecretals,V
,40,21
（C
IC
,II,col.
918
）.
（
86
）D
ecretals,V
,33,33
（C
IC
,II,col.869
）.cf.H
.G
illes,“A
propos
des
dîm
es
m
onastiques”,dans
:
Les
m
oines
noirs
（X
III e-X
IV
e
siècle
）.T
oulouse
1984,
294.
十
二
世
紀
後
半
の
十
分
の
一
税
問
題
―
関
口
二
十
五
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
九
巻
第
一
号
二
十
六
Dès 1132, un privilège《Habitantes in》du pape Innocent II dispensait les Cisterciens de
payer la dîme sur les terres qu’ils cultivaient de leurs propres mains et à leurs frais（propriis
manibus et sumptibus）, c’est-à-dire sur l’ensemble de leurs propriétés. Cette concession,
preuve d’une faveur extraordinaire concernant l’ordre de saint Bernard, suscita de
nombreuses contestations. Une première réaction se place au milieu du XIIe siècle. Le pape
Adrien IV pose en principe que l’exemption de la dîme doit se limiter aux seules terres nou-
vellement défrichées. Pour les terres d’ancienne culture nouvellement acquises, Adrien IV
refuse d’admettre le privilège.
Mais le successeur d’Adrien IV, Alexandre III, ne partagea pas son point de vue, au moins
en ce qui concerne une partie des ordres monastiques : les Cisterciens, les Templiers et les
Hospitaliers. Il leur rend l’exemption totale de decimae laborum suorum quos propriis
manibus vel sumptibus colunt par sa bulle《Ex parte》. L’exemption leur attira des hostilités
de plus en plus violentes, par conséquant le pape, si favorable aux Cisterciens, dut lui-même
leur conseiller de ne pas abuser du privilège par ses bulles《Inter innumeras》et
《Suggestum est nobis》. Il les exhorta à cesser d’accroître sans mesure leurs domaines et leurs
troupeaux.
En 1180, le chapitre général décida que l’ordre devrait à l’avenir, lorsqu’il acquerrait une
terre ou une vigne jusqu’alors passible de la dîme, continuer à la payer. En 1190, afin
d’écarter l’accusation de cupiditas, on renonça à tout nouvel achat de terres, pour ne plus
accepter que pura eleemosyna de fidèles. Enfin en 1215, le quatrième Concile de Latran
adopte une mesure décisive. Le canon 55 ratifie la décision du chapitre général de l’ordre de
Cîteaux relative aux exemptions de dîme. Les Cisterciens et les moines des autres ordres
continueront à payer à l’église la dîme sur les biens qu’ils acquerront, même si les acquisi-
tions sont cultivées propriis manibus aut sumptibus par les moines. Désormais, le privilège
ne vaut que pour deux sortes de terres, c’est-à-dire les terres anciennement cultivées acquises
avant 1215 et les terres nouvellement défrichées（novalia）.
La question de la dîme dans la seconde moitié du XIIe siècle
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